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所員の親睦をはかるため,大船PL笠業研究所時代から ｢親交会｣かあり,
慶弔,旅行,スポーツや忘年会などを行ってきた｡
毎年新年互礼会の後に総合を開き,記念施彬 (上場)を行っている｡
は じ め に
昭和63年4月,岡山大学農業生物研究所は岡山大学資源生物科学研究所へと改組 ･転換し
た｡
本研究所の創設は大正3年7月の財団法人大原奨農合農業研究所としての設立にさかのぼ
る｡以来,岡山大学-移管されるまでの約37年間は,民間の農業研究所として,農学の進展
に多大の足跡を残してきた｡その後,昭和26-27年の2年間にわたり,岡山大学-の移管が
実施され,国立大学附置研究所としての活動が開始された｡それは,昭和63年の研究所改組
までの37年間,研究部門の増設,教官の増員,あるいは研究施設 ･設備の充実を伴いながら,
数々の研究成果として実を結んできた｡
先に,大原農業研究所の岡山大学-の移管の後,約10年を経て,財団法人時代の研究所の
歩みと研究成果の概要を後世に残すため,"財団法人大原農業研究所史 (財団法人大原奨農
会,昭和36年3月)'が刊行された｡
昭和63年の改組により,当研究所は資源生物に関するバイオサイエンス研究の展開を目指
して新しいスタートを切った｡この時に当り,岡山大学農業生物研究所としての37年間の足
跡と研究成果の記録を残すことは我々の責務であると考え,所内に農業生物研究所史編集委
員合を設け,その実施に当ることとなった｡
平成元年～2年度は,所史の内容,構成についての基本的な検討,ならびに資料の収集に
当った｡しかし,農業生物研究所の古い時期については,すでに資料の散逸したものもあり,
完全に整備できなかった項目も多い｡特に研究所沿革の初期の部分については,あるいは正
確を欠いているのではないかと危倶している｡
以上のような2年間にわたる準備期間の後,ここに,農業生物研究所史の出版を見ること
ができた｡岡山大学農業生物研究所の37年間の歩みを世に残すとともに,その歴史を振り返
り,新しい展開-の礎石となれば幸と考えている｡
本事業の実施に当っては,2年間の資料収集や今回の出版に要した経費の大部分を財団法
人大原奨農合からの援助によった｡ここに心からの感謝の意を表する0
なお,本出版に関しては,長期間にわたり,農業生物研究所史編集委員会の各委員ならび
に事務部職員の方々に絶大なご尽力を頂いた｡ことに,所史編集委員合の中に設けたワーキ
ング･グループの安田教授,木村教授,河田助教授には,本事業推進の中心的メンバーとし
て大変なご努力を頂いた｡また,白神事務官には,資料の収集,整理ならびに原稿の取りま
とめに多大のご苦労をおかけした｡ここに関係者一同に深甚の謝意を申し述べる｡
平成3年12月
資源生物科学研究所長 河崎利夫
岡山大学農業生物研究所史
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Ⅰ .沿
1.大原農業研究所時代
当研究所は大正3年に ｢財団法人大原奨農合農業研究所｣として設立された｡その創設者
が大原孫三郎氏であることはよく知られている｡
創設者大原孫三郎氏は,周知のように,多くの社会事業に大きな足跡を残した人である｡
なかでも,農業に対する関心は特に強く,すでに明治40年から,自家の小作農家に対する講
習会,巡回指導や小作米品評会を開催し,農業技術の向上をはかっていた｡その後,さらに
進んで,広く農学の研究やその応用による農事の改善に貢献するため,大正3年7月に ｢財
団法人大原奨農合｣を設立した｡農業研究所はその事業の一部であって,大原奨農合では,
その他に農学校の設置や農業に関する学術の普及あるいは模範指導園の経営も企図された｡
財団法人大原奨農合寄付行為によれば,その目的は ｢農事に関する学術の研究及び農事の
改善｣にあった ("財団法人大原農業研究所史'による)｡大正3年から昭和4年にいたる15
年間は研究所の創設時代というべき時期に当る｡当初,種芸部が,ついで農芸化学部が設け
られ 種々の分野の改廃を経て,大正10年に植物病理部と昆虫部が独立し,その後,この4
部門が中心となって研究が進められた｡
昭和4年は研究所創設15周年に当り,これを記念して "農林学大集合"が倉敷で開催され
た｡創設者大原孫三郎氏の式辞の後,文部大臣,農林大臣,帝国学士院長,東京 ･京都 ･九
州 ･北海道の各帝国大学総長の祝辞等が続き,盛会の状況を今もその記録の中に見ることが
できる (農学研究,第14巻)0
この創設期を経て,研究,教育,普及といった多角的事業の困難さが認識され,農学の基
礎研究に専念するという方針が定められた｡そのため,大原奨農合の事業を農業研究所の経
営にしぼることとなり,昭和4年3月に名称も ｢財団法人大原農業研究所｣と改められた｡
"財団法人大原農業研究所史"の序で,大原総一郎氏が ｢父はこの研究所のあり方が最初の
意図とは多少はずれたものであったにもかかわらず,この研究所には特別の意義と愛着を感
じていたようである｡｣と述べているのは上記のような事情による｡
昭和18年に大原孫三郎氏の逝去により,大原総一郎氏が後を継ぎ,研究所の経営が続けら
れた｡また,研究所発足の年から,近藤寓太郎博士が所長の任にあったが,昭和21年の逝去
の後,西門義一博士が第2代目所長となり,研究所が岡山大学に移管されるまでその任に当
った｡
昭和4年の名称変更後も,研究所の目的は財団法人大原奨農合の場合と同じであって,｢農
事に関する学術の研究及び農事の改善｣にあり,種芸部,農芸化学部,植物病理部および昆
2虫部の4部で研究が続けられた｡昭和16年に農業経営部が農林省の委託で設けられたが,昭
和25年には廃止となった ("財団法人大原農業研究所史'による)0
大正3年からスタートした当研究所の研究成果は,各関連学会の学会誌等-の発表の他に,
研究所で発行する和文,欧文の両雑誌にも多数掲載されている｡
和文雑誌は "農学講演集"として大正7年7月に発行され,第5巻まで継続した｡第6巻
からは "農学研究'と改題され,財団法人大原農業研究所としては第40巻第1号まで発行さ
れ,岡山大学農業生物研究所へと引きつがれた｡
欧文雑誌は B`erichitedes()haralnstitutfarlandwirtschaftlicheForschungen"と称し,
大正5年12月に第1巻第1号が刊行されている｡大原農業研究所時代には,第9巻第4号ま
で発行し,以後,岡山大学農業生物研究所-引きつがれた｡
なお,財団法人大原農業研究所では,創設者の意向により,農業の専門図書館の設置が企
図された｡大正10年に建物が寄贈され,引続き莫大な特別寄付金によって図書の充実が図ら
れた｡現在,岡山大学附属図書館資源生物科学研究所分館は国内でも最も充実度の高い農業
関係図書館の一つとされているが,その基礎はこの当時に築かれたものである｡
財団法人大原農業研究所の事業資金は,創設者から基本財産として寄付された農地200余-
タタールの収益によっていた｡それ以外にも,多額の特別寄付金がよせられ,所内施設の整
備や図書購入等に当てられた｡しかし,昭和20年の第二次世界大戦の終結と,その後に実施
された農地改革により,研究所はその基本財産の大部分を失い,昭和26年に岡山大学-の移
管の方針が定められる所となる｡
2.岡山大学農業生物研究所
(1) 移管の背景と経緯
財団法人大原農業研究所は,第二次世界大戦後,大きな経営の危機に直面し,岡山大学へ
の移管の道をたどることとなる｡その経緯については "大原農業研究所史'に詳しく述べら
れている｡以下にその部分を転載する｡
｢第二次世界大戟後,昭和22年 (1947)に行なわれた農地解放のために運用基本財産の農
地を大部分失った当研究所はたちまち経営困難に陥ったが,文部省そのほか各方面の絶大な
支持援助を受けて細々ながらもその事業を続けつつあった｡別に昭和24年国立学校設置法に
より岡山大学が設置されるに及び,本研究所もその有力な構成部門となるべ く望まれ,つい
に昭和26年3月 (1951)その一部が,次いで昭和27年4月残部が岡山大学農学部附属大原農
業研究所として発足するに至った｡これはさらに昭和28年 (1953)に大学附置研究機関に昇
格し,岡山大学農業生物研究所として現在6部門を有し,昔日に勝るとも劣らない研究活動
を続けつつある｡｣
上述のように,大正3年に発足した財団法人大原農業研究所は数々の学術的使命と地域産
3業への貢献を果して,昭和26年にその財団法人としての歴史を閉じ,新しく岡山大学の中で
研究の展開を図ることとなった｡
(2) 移管後の発展の概略
岡山大学-の移管は昭和26-27年の2年間に行われ,当初は ｢岡山大学農学部附属大原農
業研究所｣として設置された｡昭和26年には,旧大原農業研究所の植物病理部と農芸化学部
の一部が,ついで昭和27年に残りの全部が移管された｡当時の岡山大学職月録によると,昭
和27年度の研究所の構成は植物病理学,作物育種学,農芸化学,作物害虫学,農業経営学の
5研究室であった｡
昭和28年には,農学部附属の研究所から大学附置研究所となり,所名も ｢岡山大学農業生
物研究所｣と改称された｡農業生物研究所の設置目的は ｢農業生物に関する学理及びその応
用の研究｣であり,農学ある小は農業に関する基礎的研究を使命とするものであった｡
設置当初の組織は,植物病理学,害虫学,作物生理学,作物遺伝学,生物化学の5部門構
成であった｡その後,昭和35年に微細気象学部門が設置され,当時の作物生理学部門の助教
授であった高須謙一博士が教授に就任し,農業環境の微気象及び生物気象に関する研究が展
開された｡
ついで,昭和41年には,生物水質学部門が設置され,当時の作物生理学部門の教授であっ
た小林純博士がその教授として新部門を担当することとなった｡従前より小林を中心として
進展してきた河川水質に関する研究あるいはイタイイタイ病に関する研究等が新設の生物水
質学部門で継続して進められた｡本部門は,昭和50年に ｢水質学部門｣と改称された｡
さらに,昭和45年には雑草学部門が設置され,当時の作物生理学部門の助教授であった笠
原安夫博士が教授の任に就いた｡それまで笠原を中心に進められてきた雑草の分類,生態あ
るいは雑草防除に関する研究は新部門で継続されることとなった｡
また,昭和54年には大麦系統保存施設が設置された｡それまで数十年余にわたって,作物
遺伝学部門の高橋隆平教授を中心に収集,保存あるいは特性評価を進めてきた貴重な多数の
大麦系統は,以後,本施設の事業として引きつがれることとなった｡
設置当初,5部門で出発した本研究所は上述のような整備を重ね,昭和63年度の研究所改
組まで,8部門1附属施設の構成で研究を展開してきた｡農業生物研究所における研究活動
をはじめ様々な進展の軌跡は本書の各項目で詳述される｡
なお,昭和44年度に岡山大学大学院農学研究科 (修士課程)が発足した｡その当初から,
本研究所は農学部とともに研究科を構成し,岡山大学での農学に関する修士課程教育の一翼
を担ってきた｡その後,岡山大学に自然科学研究科 (博士課程)が設置されるにともない,
設立当初の昭和60-61年度より,本研究所は,その構成部局として博士課程教育にも参加す
ることとなった｡昭和63年の研究所改組までに社会に送り出した卒業生は,修士64名,博士
2名に及んでいる｡本研究所の大学院教育についての詳細は第Ⅵ1章に記述される｡
4この間,農業生物研究所設置当初は財団法人時代の建物をそのまま用いていたが,昭和33
年から昭和44年度にかけて,研究棟 1号館,管理棟,研究棟 2号館が増改築され,研究所と
しての施設整備が進められた｡なお,当初,研究所の正門は現在の北門であったが,研究所
東側の道路整備に伴い,昭和40年に市道 "古城地線"に面する位置に設置換えされた｡
また,特殊施設として,温室,網室,放射性同位元素実験施設,実験動物飼育室,環境自
動制御実験室,隔離温室等が設置され,さらに大型機器類の整備も進み,研究所の活動は大
きな進展を遂げてきた｡
(3)移管時の部門と職員 (昭和28年10月1日現在)
所 長 教授(農博) 西 門 義 一
植物病理学
教 授
助 教 授
助 手
/
教 務 月
技 術 月
????????????????????
????????????????????
??
???
?
?????
? ???
????
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?????????
?????????
????
?
??????
?
???
?
????
生 物 化 学
助 教 授 小 沢潤 二郎
助 手 武 田 晃
I 岡 本 賢 一
事 務 部
事 務 長 小 坂 哲 二
庶 務 係 係 長 村 川圭 四郎
事 務 月 平 岡 章 一
〝 梶 谷 益 子
作 業 月 浅 野佐 次郎
〝 渡 連 鶴 子
会 計 係 係長心得 西 徹 夫
事 務 月 河 口 房 夫
〝 光 畑 登
〝 高 橋 幸 恵
図 書 係 係 長 高 橋 良 平
事 務 月 守 屋 啓 子
技 術 月 横 田 起 夫
? ?
走 金 華
三 宅 寿
佐 藤福 太郎
赤 木 菊 野
貝 原 照 正
5ⅠⅠ.機構並びに予算
1.組織
附属図書館
植物病理学部門
生物化学部門
害虫学部門
作物生理学部門
作物遺伝学部門
微細気象学部門
水質学部門
雑草学部門
(28.7.28設置)
(28.7.28設置)
(28.7.28設置)
(28.7.28設置)
(28.7.28設置)
(35.4.1設置)
(41.4.1設置)栄
(45.4.1設置)
附属研究施設 大麦系統保存施設 (54.4.1設置)
事務部｢
農業生物研究所分館 ⊂
※ 41.4-50.3まで生物水質学部門
庶務係
会計係
整理係
閲覧係
2.運営諸規程
(56.4.1設置)
(56.4.1設置)
岡山大学農業生物研究所規程及び岡山大学農業生物研究所運営協議会規程については,最
初に制定された規程 と,資源生物科学研究所への改組時まで通用された最終の規程 とを掲げた0
(1) 岡山大学農#生物研究所規程
(昭和28年 8月1日施行)
(目的)
第 1条 本研究所は,農業生物に関する学理およびその応用の研究を目的とする｡
(組織)
第2条 本研究所に次の部門を置 く｡
植物病理学
害 虫 学
作物生理学
6作物遺伝学
生物化学
第 3条 本研究所に次の職員を置く｡
所 長
教 授
助 教 授
講 師
助 手
技 術 職 月
事 務 職 月
そ の 他
(職務)
第4条 所長は研究所に関する諸事項を掌理する｡
第 5条 職月の職務は学校教育法その他の法令の定めるところによる｡
第6条 所長は事務長をして別に定める事務分掌規程により研究所に関する事務を掌理さ
せる｡
(運営)
第 7条 本研究所に運営委月会を置く｡
運営委月会に関する規程は別に定める｡
(雑則)
第8条 職月の勤務は国家公務月法その他の法令によるほか,岡山大学諸規程による｡
第9条 所長は必要に応じ各般の規程を定めることができる｡
第10条 この規程の改廃は運営委員会の議を経て行う｡
附 則
この規程は昭和28年 8月1日から施行する｡
岡山大学農業生物研究所規程
(昭和28年8月1日)
改正 昭36.4.1
昭40.10.20
昭41.6.8
昭45.5.26
昭48.6.30
昭50.4.24
昭54.5.1
農研規 2号
農研規 1号
農研規 1号
農研規 1号
農研規 2号
農研規 1号
7第 1条 岡山大学農業生物研究所 (以下 ｢研究所｣という｡)は,農業生物に関する学理お
よびその応用の研究を目的とする｡
第2条 研究所に次の研究部門を置 く｡
植物病理学
生 物 化 学
害 虫 学
作物生理学
作物遺伝学
微細気象学
水 質 学
雑 草 学
第2条の2 研究所に附属研究施設として大麦系統保存施設を置 く｡
2 大麦系統保存施設に関する規程は,別に定める｡
第3条 研究所に次の職員を置 く｡
所 長
教 授
助 教 授
講 師
助 手
事務職員
技術職員
教務職員
そ の 他
第4条 所長は,研究所の専任教授をもって充てる｡
2 所長は,研究所に関する事項を掌理する｡
第5条 研究所に教授会を置 く｡
2 教授会に関する規程は,別に定める｡
第6条 研究所の円滑な運営を図るため,運営協議会を置 く｡
2 運営協議会に関する規程は,別に定める｡
第 7条 研究所において,特定の事項について研究を希望する者があるときは,研究及び
設備に妨げのない限り,選考の上,研究生として入学を許可することがある｡
2 研究生に関する規程は,別に定める｡
第8条 研究所に事務部を置 く｡
2 事務部に関する規程は,別に定める｡
8附 則
この規程は,昭和28年8月1日から施行する｡
附 則
この規程は,昭和36年4月1日から施行する｡
附 則
この規程は,昭和40年10月20日から施行する｡
附 則
この規程は,昭和41年6月8日から施行し,昭和41年4月1日から適用する｡
附 則
この規程は,昭和45年5月26日から施行し,昭和45年4月1日から適用する｡
附 則
この規程は,昭和48年6月30日から施行する｡
附 則
この規程は,昭和50年4月24日から施行し,昭和50年4月1日から適用する｡
附 則
この規程は,昭和54年5月1日から施行し,昭和54年4月1日から適用する｡
(2) 岡山大学農業生物研究所教授会親事規程
(臥 雲学品 晶 品 品 遇 ｡昔)
改正 昭42.3.3.農研規 1号
第1条 岡山大学農業生物研究所規程 (昭和28年)第5条第2項の規定に基づきこの規程
を定める｡
第2条 岡山大学農業生物研究所教授会 (以下｢教授会｣という｡)は,農業生物研究所 (以
下 ｢研究所｣という｡)の全教授をもって組織する｡
第3条 教授会は,次の各号に掲げる事項を審議する｡
- 教官の人事に関する事項
二 規程の制定,改廃に関する事項
三 予算概算に関する事項
四 施設の設置および改廃に関する事項
五 研究部門の設置および改廃に関する事項
六 その他研究所の運営に関する重要な事項
第4条 教授会は,毎月1回定例に開くものとする｡
ただし,所長が必要と認めるとき,または教授3名以上の要求があるときは,臨時に
教授会を開くものとする｡
9第5条 所長は,教授会を招集し,その議長となる｡
第6条 教授会は,教授会構成月の3分の2以上の出席がなければ成立しない｡
第7条 教授会の議事は,原則として教授会構成月の過半数の賛成によって決する｡
第8条 教授会が必要と認めるときは,助教授および講師を教授会に出席させ,意見を述
べさせることができる｡ただし,議決には加えないものとする｡
附 則
1 この規程は,昭和40年10月20日から施行する｡
2 岡山大学農業生物研究所運営委月会規程 (昭和28年)は,廃止する｡
附 則
この規程は,昭和42年3月3日から施行する｡
(3) 岡山大学農♯生物研究所運営協敷金規程
(凱 実学io#晶 品 品 遇 5昔)
第1粂 岡山大学農業生物研究所規程第6条第2項の規定に基づき,この規程を定める｡
第2条 岡山大学農業生物研究所運営協議会 (以下 ｢協議会｣という｡)は,次の各号に掲
げる者をもって組織する｡
一 所 長
二 教 授
三 助 教 授
四 講 師
五 事 務 長
第3条 協議会は,岡山大学農業生物研究所教授会議事規程第3条中第1号以外の事項に
ついて審議する｡
第4条 協議会は,毎月1回定例に開くものとする｡ただし,所長が必要と認めるときは,
臨時に協議会を開くことができる｡
第5条 所長は,協議会を招集し,その議長となる｡
第6条 協議会は,構成月の3分の2以上の出席によって成立する｡
第7条 協議会の議事は,出席者の過半数の賛成をもって決する｡表決事項は,教授会に
具申する｡
第8条 議長が必要と認めるときは,協議会にその構成員以外の者を出席させることがで
きる｡ただし,表決に加えることはできない｡
第9条 協議会の処務は,事務部において行なう｡
附 則
この規程は,昭和40年10月20日から施行する｡
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岡山大学農業生物研究所運営協談合規程
(凱 匙 io#晶 品 品 遇 5号)
改正 昭44.12.1.農研規 1号
第1条 岡山大学農業生物研究所規程第6条第2項の規定に基づき,この規定を定める｡
第2条 岡山大学農業生物研究所運営協議会 (以下 ｢協議会｣という｡)は,次の各号に掲
げる者をもって組織する｡
一 所 長
二 教 授
三 助 教 授
四 講 師
五 助 手
六 事 務 長
第3条 協議会は,岡山大学農業生物研究所教授会議事規程第3条中第1号以外の事項に
ついて審議する｡
第4条 協議会は,毎月1回定例に開くものとする｡ただし,所長が必要と認めるときは
臨時に協議会を開くことができる｡
第5条 所長は,協議会を招集し,その議長となる｡
第6条 協議会は,構成月の3分の2以上の出席によって成立する｡
第7条 協議会の議事は,出席者の過半数の賛成をもって決する｡表決事項は,教授会に
具申する｡
第8条 議長が必要と認めるときは,協議会にその構成月以外の者を出席させることがで
きる｡ただし,表決に加えることはできない｡
第9条 協議会の処務は,事務部において行なう｡
附 則
この規程は,昭和40年10月20日から施行する｡
附 則
この規程は,昭和44年12月1日から施行する｡
(4) 岡山大学農業生物研究所附属大麦系統保存施設規程
(臥 匙 晶 晶 品 所屋程嘉2号)
第1条 岡山大学学則第10条の規定に基づ く岡山大学農業生物研究所附属大麦系統保存施
設 (以下 ｢保存施設｣という｡)の組織運営等については,この規程の定めるところによ
る｡
第2条 保存施設は大麦の栽培種及び野生種の収集と保存並びにそれらの特性の調査研究
ll
を行うことを目的とする｡
第3条 保存施設に施設長のほか,次の職月を置くことができる｡
教 授
助 教 授
助 手
事務職月及び技術職員
第4条 施設長は,研究所の教授のうちから教授会の議を経て選出する｡
2 施設長の任期は,2年とする｡ただし,再任を妨げない｡
第5条 保存施設の施設は,特に支障のない限り,他の大学又は研究機関の研究者等に共
同利用させることができる｡
第6条 保存施設の円滑な運営を図るため岡山大学農業生物研究所附属大麦系統保存施設
運営委員会 (以下 ｢委月会｣という｡)を置く｡
2 委月会に関する規程は,別に定める｡
附 則
この規程は,昭和54年5月1日から施行し,昭和54年4月1日から適用する｡
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(1) 土地
3.土地 ･建物の沿革等
昭和年月 増減面積 沿 革
30.44 m 239,434△55 財団法人大原農業研究所より寄付受領
田20,436m2 畑10,876m2 宅地7,775m2
道路331m2 用水路16m2
大蔵省中国財務局へ引継 (道路敷地のため)
35.3 1,184 財団法人大原農業研究所より寄付受領
38.ll 159 大蔵省中国財務局より所管換
44.3 1,029 北圃場の一部を財団法人大原奨農会より購入
46.3 444 実測により面積の増
58.5 △2,209 倉敷宿舎へ用途変更
60.12 △1,614 市道拡幅のため倉敷市-売払
土地利用状況
敷地9,353m2 研究圃場17,639m2
構内道路3,672m2 堆肥置場665m2
自転車置場56mB 駐車場969m2 農道725m2 緑地3,320m2
(2)建物
取得年月(昭和) 建物名称 構 造 面 積 備 考
30.4/ 作物遺伝部研究室事 務 室 W-1 m 22422 財団法人 大原農業研究所より寄付受領
取 りこわし 38.7 86m2
39.9 156m2
〝 〝 38.7
/ 作物生理部及び W-1 33221690 / 焼 失 31.10 272m2
生物化学研究室 取りこわし 32.3 60m2
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/
/
ル
ル
ル
ル
/
34.3
37.3
39.3
40.3
40.3
40.9
41.ll
43.3
標 本 室
農産物収納舎
物 置
物 置
製 粉 室
薬 品 倉 庫
地 下 室
物 置
物 置
ガ ラ ス 室
乾 燥 室
低 温 室
便 所
養 虫 室
ガ ラ ス 室
殺 菌 室
便 所
小 便 室
ガ ラ ス 室
温 室
ガ ラ ス 室
閲 覧 室
資 料 館
書 庫
図書館 便所
研究棟 1号館
危 険薬 品庫
研究棟 1号館
管 理 棟
研究棟 1号館
収 納 舎
車 庫
温 室
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
W-1
R-1
W-1
W-1
W-1
CB-3
RC-3
W-1
RC-2
CB-1
RC-2
RC-2
RC-2
R-1
R-1
R-1
135 財団法人 大原農業研究所より寄付受領
〝 / 39.9
/ / 40.9
/ / 40.9
〝 〝 40.9
ル ル 40.9
/ 33.9
/ / 40.7
〝 〝 40.7
/ / 40.7
ル ル 34.3
〝 / 40.9
〝 / 38.7
/ / 34.9
/ 〝 40.7
〝 〝 40.7
〝 〝 40.7
/ / 38.ll
〝 移 築 38.ll
取りこわし 53.12
〝 〝 45.3
??
?
??
?
??
? ? ? ?
?
?
?
?
?
〝 45.6
/ 45.3
取りこわし 61.4
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温 室
温 室
温 室 準備 室
温 室
温 室
温 室 準備 室
研究棟 2号館
R I研 究 室
ボ イ ラ一 室
渡 廊 下
渡 廊 下
渡 廊 下
温 室 ･網 室
研究棟 2号館
書 庫
渡 廊 下
渡 廊 下
環境自動制御装置室
煉蒸箱格納庫
観 測 小 屋
小動物飼育実験室
種 子貯 蔵 庫
隔 離 温 室
車 庫
R-1
R-1
R-1
R-1
R-1
R-1
RC-2
RC-1
RC-1
RC-2
R-1
R-1
R-1
RC-2
RC-4
R-3
R-1
R-1
R-1
CB-1
RC-1
CB-1
R-1
R-1
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ? ? ?
??
?
?
?
?
?
?? ?
? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ?
?
? ? ? ?
? ? ? ?? ? ? ?
? ? ? ?? ? ?
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(3 ) 建 物 配 置 図
(昭 和 28年 )
1.作物遺伝学研究室 12.標本室 23.農産物収納庫
2.事務室 13.物 置 24.乾燥室
3.低温室 14.便 所 25.製粉室
4.作物生理研究室及び生物化学研究室 15.小便室 26.物 置
5.植物病理学研究室及び害虫研究室 16.殺菌室 27.テニスコー ト
6.養虫室 17.物 置 ①-⑤ 宿 舎
7.図書整理室 18.ガラス室 日 田
8.図書閲覧室及び事務室 19.薬品庫 〉 畑
9.書 庫 20.地下室 Q 広葉樹
10.温 室 21.便 所
【2 aQ Q 行司 】 4ロコ8
6 tl3 ′′
I7- ∫l ､ヽ′-■一I
1.管理棟2 研究 (1号館)3 24 Rl実験室 10.温 室ll草 津 19.温 室20 薬品簿1 霞 場2 テニスコート
12.収納舎
13.温室準備室
①-⑧ 宿 舎tl田
5.ボイラ一室 b 145.温 蓋
6.誤 漂 墓及び分館事務里 16. 〟 〉 畑Q広葉樹
? ? ? ?
?? 〞 ? 〞 ? 〞 ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
l ltノ ー
JI
l一
2 .' 7. .,
⊂ = コ ヽ ′-ヽ●一一 l＼ _E 7 'r .. 日 日 ‖ 27∫ 路白 L/'n
ll H II II
rl25ロII II lr HJ IJ H H
ll ll lr IJ26
‖ lr IJ = ll
lJ fr
Il ll lJ Jl
J. ll Jl lf
H JI IJ H ‖
II H Jt
ll I II Il lI
l一
lJ IJ fr l
1.管理棟 ll.テニスコー ト 21.ガラス室及び網室
2.研究棟 (1号館) 12.車 庫 22.環境 自動制御装置室
3.研究棟 (2号館) 13.収納含 23.土壌水分調節装置
4.動物飼育実験室 14.温室準備室 24.薬品庫
5.RⅠ実験室 15.温 室 25.気象観測測器室
6.ボイラ一室 16. 〟 26.露 場
7.種子貯蔵庫 17. 〟 ① 宿 舎
8.図書閲覧室及び分館事務室 18. 〟 ll 田
9.書 庫 19. 〟 畑
(昭和62年)
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4.予 算 (当初予算 ;校費,職員旅費他)
年度 金額 (万円) 年度 金額 (万円) 年度 金額 (万円) 年度 金額 (万円)
26 102 36 1,527 46 4,674 56 ll,230
27 204 37 1,567 47 5,066 57 10,984
28 391 38 1,783 48 5,700 58 10,883
29 532 39 2,075 49 6,070 59 10,803
30 563 40 2,428 50 7,026 60 ll,203
31 583 41 2,848 51 7,186 61 ll,179
32 659 42 3,263 52 7,832 62 ll,095
33 718 43 3,355 53 8,372
34 882 44 3,544 54 9,430
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ⅠⅠ.職
1.職員数の変遷 (定員)
昭和 年度 教 授 助教授 助 手 教務員事 官技官等 合 計
28 5 5 9 25 44
33 5 5 9 24 43
38 6 6 ll 40 63
43 7 7 13 40 67
48 8 8 16 39 71
53 8 8 15 36 67
58 8 9 15 33 65
62 8 9 15 31 63
2.歴代所長
氏 名 在職期間 (昭和 年 月 日 )
西門 義一 (農博) 26.4.1-28.7.31(農学部附属大原農業研究所長)
西門 義一 (農博) 28.8.1-33.10.14
杉山 章平 (農博) 33.10.15-43.3.31
高須 謙一 (理博) 43.4.1-49.3.31
小沢潤二郎 (農博) 49.4.1-53.3.31
安江 安宣 (農博) 53.4.1-55.3.31
瀬尾 琢郎 (理博) 55.4.1-57.12.15
日浦 運治 (農博) 57.12.16-59.3.31
中川恭二郎 (農博) 59.4.1-61.3.31
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3.名誉教授
氏 名 授与年月日
杉 山 章 平 (農博) 43.4.1
小 林 純 (理博) 50.4.1
高 橋 隆 平 (農博) 51.4.1
高 須 謙 一 (理博) 51.4.1
小 沢 潤 二 郎 (農博) 55.4.1
安 江 安 宣 (農博) 55.4.1
日 浦 運 治 (農博) 60.4.1
瀬 尾 琢 郎 (理博) 60.4.1
4.歴代図書分館長
氏 名 在 職 期 間
高 須 謙 一 (理博) 38.1.1-43.3.31
安 江 安 宣 (農博) 43.4.1-45.3.31
高 橋 隆 平 (農博) 45.4.1-51.3.31
安 江 安 宣 (農博) 51.4.1-53.3.31~
瀬 尾 琢 郎 (理博) 53.4.1-55.3.31
日 浦 運 治 (農博) 55.4.1-57.12.15
中 川 恭 二 郎 (農博) 57.12.16-59.3.31
八 木 正 一 (理博) 59.4.1-63.3.31
5.歴代大麦系統保存施設長
氏 名 在 職 期 間
安 江 安 宣 (農博) 54.4.1-54.4.30(事務取扱)
21
6.歴代事務長
氏 名 在 職 期 間
小 坂 哲 二 27.4.1-38.3.31
山 本 昌 介 38.4.1-39.3.31
横 田 静 寿 39.4.1-40.3.31
岡 本 芳 郎 40.4.1-43.3.31
岸 本 義 久 43.4.1-45.3.31
田 中 正 45.4.1-47.3.31
赤 柏 義 之 47.4.1-54.3.31
穐 山 文 雄 54.4.1-56.3.31
安 藤 正 56.4.1-60.3.31
7.在職職員 (退職者,転勤者)
(1) 研究部門
最終在籍書印可 氏 名 (旧姓) 最終職名 在職期間 (昭和 年 月) 備 考
植物病理学生 化学 森田日出男 助手 26.4-26.ll 退職
清水 景子 事務月 26.4-27.3 退職
西門 義一 教授 26.4-33.10 定年退職
吉富 清志 (渡連) 教務月 27.4-34.8 退職
竹久 良子 (高原) 技術月 37.4-41.3 退職
坂本喜美杖 技官 46.4-48.3 学内転出
井上 忠男 助教授 27.4-48.9 大阪府立大学
日浦 運治 教授 26.4-60.3 定年退職
貝原 弘道 教授 76 信州大学
武田 晃 助教授 27.4-35.5 学内転出
岡本 賢一 助手 27.4-36.10 岡山県立短期大学
竹内 操子 技術点 37.4-37.12 退職
友成 信子 教務月 38.1-40.6 退職
香西南海子 技術補助月 37.4-41.3 退職
森田 明子 技官 41.4-46.3 退職
畑中 千歳 助手 36.ll-48.3 広島大学
三宅 量子 技官 46.4-49.1 退職
小沢潤二郎 教授 26.4-55.3 定年退職
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作物生理学
作物遺伝学
微細気象学
鈴木 網 (内田)
大森 常代
池田 正枝
河合 玲子
赤沢 宣行
松本 義明
杉山 幸平
松尾 昌子 (中桐)
久戸瀬恵子
皿井 裕子 (佐藤)
安江 安宣
石井 菓
木下 収
武田 満子
吉仲 正子
春名 幸子
生和 菓子
上山 良人
難波 安子
田辺佳代子
馬場 赴
酒井 慎吾
坪田 晶子
佐藤 隆子
吉田 和美
山谷 知行
?????????
??????
????????
?? ??
??????? ???????
教務月
事務員
技術員
技術補助月
技術月
助手
教授
技官
技官
事務官
教授
? ?
?
?
????
?
???
?
???
?
?
助手
技術月
技術補助月
技官
技術員
技官
技官
教授
助手
?
?
?
?
???
26.4-63.3
27.4-28.
27.4-36.3
37. -38.
39.4-41.3
27.5-41.ll
28.4-43.3
37.4-44.1
42.4-50.12
51.4-54.6
27.5-55.3
27.4-29.
27.4-29.3
27.4-36.3
37.4-38.3
38.4-40.10
37.4-41.3
39. -41.3
44.4-46.3
45.4-52.9
48.5-53.3
48.12-53.3
52.10-53.3
53.3-55.8
48.4-60.5
55.12-62.12
26.4-38.3
38.4-39.3
37.4-39.8
37.4-41.1
40.4-41.ll
37.4-45.1
42.4-50.12
27.4-51.3
45.4-61.4
35.12-41.3
37.4-45.3
41.4-45.5
30.ll-51.3
36.ll-60.3
26.4-62.3
定年退職
退職
退職
退職
学内転出
東京大学
定年退職
退職
退職
退職
定年退職
?
???
?
???
?????????????????
岡山県
学内転出
退職
死亡
退職
学内転出
学内転出
定年退職
新潟大学
高知大学
退職
学内転出
定年退職
定年退職
定年退職
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? ? ? ??????
?
?
??
??
?
??
????? ?
山下 誠
笠原 安夫
野木真理子
中川恭二郎
藤沢 浅
? ?
?
?
????
?
?
??
???????
41.7-44.3
41.4-45.4
44.ll-46.10
44.4-48.3
27.4-50.3
41.8-56.3
27.4-62.3
45.5-47.6
27.4-52.3
47.7-57.7
46.3-63.3
47.4-63.3
退職
学内転出
退職
退職
定年退職
定年退職
定年退職
鳥取大学
定年退職
退職
定年退職
津山工専
(2)事務部
最終在籍係 氏 名 (旧姓) 最終職名 在職期間 (昭和 年 月) 備 考
庶務係 小坂 哲二 事務長 27.4-38.3 退職
山本 昌介 事務長 38.4-39.3 学内転出
横田 静寿 事務長 39.4-40.3 学内転出
岡本 芳郎 事務長 30.10-36.9,40.4-43.3 定年退職
岸本 義久 事務長 43.4-45.3 学内転出
田中 正 事務長 45.4-47.3 学内転出
赤柏 義之 事務長 47.4-54.3 定年退職
穐山 文雄 事務長 54.4-56.3 学内転出
安藤 正 事務長 56.4-60.3 定年退職
平城 芳子 着貞 6 27
小川キヨノ 作業員 26.4-27.3 退職
村川圭四郎 係長 26.4-30.10 学内転出
浅野佐次郎 用務員 26.4-36.3 退職
平岡 章一 次席 27.4-38.ll 学内転出
広畑 菊男 係長 37.3-39.8 学内転出
真野 澄夫 次席 38.4-42.3 学内転出
渡辺 鶴子 事務官 26.4-43.3 退職
岡本 博聴 係長 39.8-43.3 学内転出
那須 靖和 事務官 39.ll-43.4 学内転出
安達 祐三 係長 43.4-44.10 学内転出
古谷 義臣 主任 45.5-46.3 学内転出
小山 一美 係長 44.ll-47.3 学内転出
虫明 邦彦 係長 47.4-50.4 学内転出
森下千恵子 事務官 43.9-51.3 退職
三宅 進 主任 49.5-51.3 学内転出
岩崎 瑞枝 事務官 43.5-53.3 学内転出
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???
?
??????
?
?? ????? ???
佐々木哲雄
佐藤福太郎
光畑 登
西 徹夫
河口 房夫
梶谷 益子
長尾 吉男
原田 利男
藤原 武
池田 正
宮木 訓志
能勢 修
神田 幸生
山川 陽市
倉田 計志
岸本 務
太田 泰次
山下 等
黒田 耕作
三宅 隆夫
野木 裕史
山本 辰雄
佐藤 要
鷹取 教示
光岡 知明
杉能 徹
中地 稔
三宅 唯夫
安藤 俊広
岡崎 正明
????
???
係長
主任
係長
係長
主任
係長
事務官
事務官
技官
係長
事務官
作業月
作業月
事務月
係長
事務官
事務官
係長
係長
事務官
次席
事香月
事務月
係長
事務官
事務官
事務官
係長
主任
事務官
係長
事務官
主任
事務官
係長
事務官
主任
係長
事務官
事務官
主任
係長
事務官
主任
主任
50.5-53∴3
51.4-54.3
53.4-55.10
55.ll-57.3
54.4-57.5
42.4-45.4,57.4-60.3
43.7-61.3
57.6-61.12
28.8-62.3
46.4-49.3,60.4-63.3
61.1-63.3
27.4-27.ll
27.4-28.12
27.4-31.4
27.4-35.4
27.4-35.ll
27.4-38.3
35.5-38.3
38.4-41.3
39.2-43.3
35.7-44.3
41.4-44.3
43.4-44.3
41.4-45.3
44.4-46.3
44.4-47.3
44.4-48.3
45.4-48.3
46.4-49.3
41.4-50.4
30.3-38.3,48.4-50.ll
48.4-51.5
49.4-52.3
50.5-53.3
50.12-53.3
51.5-54.3
52.4-55.3
53.4-56.3
53.4-56.3
54.4-57.3
55.4-58.3
56.4-59.3
56.4-59.3
57.4-60.3
58.4-61.3
?????????????????
退職
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
珊 -5'吋,J.Il
津山工専
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
学内転出
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附属図書館
分 館
鳥山 勤
津田 雅雄
伊丹 佳代
守屋 啓子
高橋 幸恵
三宅登志夫
三宅 令子 (香西)
高橋 良平
井上 和子
岡 敏正
石田 常亜
岡村 孝紀
水田 緊
丸尾 進洋
志水 宏子
竹久 二郎
古中 秀子 (下松)
木村 正昭
水田 真琴
三宅 専
剣持囲四郎
赤木 菊野
内田 修一
59.4-61.3
60.4-63.3
62.4-63.3
27.4-33.4
26.4-39.6
33.5-41.3
39.5-44.3
27.4-45.3
41.4-57.3
44.4-49.3
47.4-50.4
49.4-52.3
50.5-53.3
53.4-55.3
53.ll-56.3
30.6-44.3,52.4-58.
46.4-47.12,57.4-60.
44.4-47.3,58.4-61.
60.4-63.3
26.4-38.3
28.12-44.3
27.4-48.3
38.4-62.3
? ?? ? ?? ? ? ?
???
???????????
??
??
?? ??????????
?????
??????
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8.昭和62年度 (最終年度)職員
所 長
教 授(価)(農博) 河 崎 利 夫
植物病理学部門
教 授 (農博)
助 手
/
/
技 官
/
技術補佐員
生物化学部門
教 授 (農博)
助教授 (農博)
助 手 (理博)
教務員
技 官
害虫学部門
教 授 (農博)
助教授 (農博)
助 手 (農博)
技 官
/
技能補佐員
作物生理学部門
教 授 (農博)
助教授 (農博)
助 手 (農博)
技 官
技術補佐員
作物遺伝学部門
教 授 (農博)
助教授 (農博)
助 手
教務員
技術補佐員
技能補佐員
??????????????
?
?????? ?
?????
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?????? ?
???????????????
??
?
?
?
??
?
??
?
?
?
?
???
?????
微細気象学部門
教 授 (農博) 木 村
助教授 (理博) 米 谷
助 手 田中丸
技 官 平 岡
技術補佐員 田 中
?????????
水質学部門
教 授 (理博)
助教授 (工博)
助 手 (農博)
〝 (理博)
技 官
技術補佐員
雑草学部門
教 授 (農博)
/如 教 授 (農博)
助 手
〝 (農博)
事務官
技 官
技術補佐員
附属大麦系統保存施設
施設長(価)(農博)
助教授 (農博)
技能補佐員
事務部
事務長
庶務係
係 長
事務官
技 官
事務補佐員
/
臨時用務員
会計係
係 長
経理主任
事務官
/
/
技 官
事務補佐員
整理係
係 長
事務官
事務補佐員
農 場
作業員長
技 官
八 木 正 一
青 山 勲
村 本 茂 樹
中 島 進
西 崎 日佐夫
青 山 典 恵
中 川 恭二郎??
?
?
?
?
?
?
?
克 久
本 敬
陽 子
神 檀 子
沢 浅
野 幸 子
??????
藤 原
???
?
池 上 克 己
高 杉 規
鈴 木 茂 樹
大野呂 操 美
吉 田 由美子
小 川 泰 枝
????????
?
?
????
?
?
???
??
??? ?
??
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ⅠV.研究用施設及び設備
1.主な機器,装置
年度 装 置 名 規 格 等 備 考
29真 空 冷 凍 乾 燥 器 共和式 RL1000型 1台 昭和47年度 不用決定4 〝
/ マ イ ク ロ フ ォ ー ヂ ASA LOE製 1〝
30定 温 橋型 7連式 -50℃～25℃ 式
31 自動 気 候 観 測 装 置 横河ヒューレットパッカード社製 1〝 55 〝
/ 光 電 分 光 光 度 計 島津製 QB-50型 他 1〝 45 /
/ 定性定量発光分光分析装置 〝 万能発光装置 他 1〝 51 〝
32光 電 分 光 光 度 計 〝 QR-50型 1台 53 〝41 管理換
/ チゼリウス電気泳動装置 〝 ST-SP型 1式
/ カウンターカレント装置 向流分配装置 他 〝
33赤外線瓦斯分析 装置 -ル トアンアンドブラウン製 1〝 47 〝
34 ミクロホ トメー ター 理学電機製 MP-3型 1〝 51 不用決定5 〝
35遠 心 分 離 機 日立製 40p-DG型 1〝
/ 人 工 気 象 装 置 人工気象箱 他
36電 子 顕 微 鏡 装 置 日立製 HS-6型 他 1〝 57 〝
37ガス クロマ トグラフ 〝 KGL-2A型 1〝 55 〝
38蛍 光 X 線 装 置 理学電機製 GF-S型 他 1〝 46 管理換
39 自動 記 録 読 取 装 置 オー トプロセス製 CR型 1〝 55 不用決定
// 分 光分析 用発光装置 中野電子製 LPS-D7型 1〝 51 〝
// 電 気 恒 温 恒 湿 器 田菓井製 LHT-1型 1〝 52 〝
42 自 記 分 光 光 度 計 日立製 EPS-3T型 他 1〝
45 電 子 顕 微 鏡 〝 HU-12型 他 1〝
/ 光電管式多元素分析装置乱 流 輸 送 測 定 装 日本ジヤ-レルアッシュ製D-70型 1〝海上電機製 超音波風速計PAS-2111型 他
46六段階環境 制御 装置 田葉井製 プラチナスレインポ-P,R-1ⅠI他 1〝
/ 分 析 用 超 遠 心 機 日立製 282型 1〝
47 自 記 分 光 光 度 計 〝 356型 他 1〝
48発 光 分 光 分 析 装 置 日本ジャーレルアッシュ製SPEC-LAB型 他 1〝
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オフラインデータ 収ー録装置
走 査 型 電 子 顕 微 鏡
エチレン等ガス実験装置
液体シンチレー ションシステム
単 色 光 照 射 装 置
原 子 吸 光 分 光 光 度計
液 体 ク ロマ トグ ラ フ
分 離 用 超 遠 心 機
図 形 処 理 シ ス テ ム
TOC 測 定 装 置
原 子 吸 光 分 光 光 度 計
生 物 環 境 制 御 装 置
自 記 分 光 光 度 計
分 光 光 度 計
多連室温度日長制御装置
液 体 ク ロマ トグ ラ フ
生物特殊反応実験装置
放 射 能 監 視 装 置
分 光 蛍 光 光 度 計
放 射 能 測 定 装 置
液 体 ク ロマ トグ ラ フ
出 入 管 理 シ ス テ ム
分 離 用 超 遠 心 機
ガスクロマ トグラフ装置
生物環境情報解析システム
全炭素全窒素自動分析装置
液体シンチレー ションシステム
横河 ヒューレットパ ッカー ド社製
2100A型 他
日本電子製 JSM-50型 他
東芝製 ガス処理装置 他
アロカ製 LSC-673型ACM
トキワ光電研究所製 FX-28R型
?
????
? ??
?
?
日本ジャーレル アッシュ製
AA8200型 他
日本電子製 JLC-6AuH型 他
ペ ックマン社製 L5-75型 他
横河 ヒューレットパ ッカー ド社製
コンピュータ9845A他
ジャスコインターナショナル製
アナライザ一部 524B型 他
島津製 AA-646型 他
? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ?? ?? ?
小糸製
コイ トトロンKG-D型206HL-D 他 1〝
日立製 260-30型 1〟
日立製 220A型 他 1〝
木屋製作所製 5LTL-50S型 1〟
ウォーターズ社製 ALC/GPC206型 1〟
小糸製 環境試験装置降雨装置付 4台 他 1〟
富士電気製 水モニターNESD2YOZ型 他 1〝
島津製 RF-503A型 他 1〝
アロカ製 ARC-361型 オー トウェルガンマ 他 1〟
ウォーターズ社製 3000F型 他 1〝
熊平製 GG-1000型 他 1〝
ペ ックマン社製 L7-55T型 他 1〝
島津製 GCMS-QPIOOOA型 他 1〟
光進電気工業製 KOAC-7500型 他 1〝
柳本製 CNコーダー MT-600型 他 1〝
アロカ製 LSC-3500型 1〟
????
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2.実験農場
大原農業研究所時代の実験圃場は,研究用圃場として岡山大学-移管され,その当時実際
に利用されていた水田は約200a,畑は約40aあった｡しかし,その後気象観測用露場の水田
圃場-の設置,研究棟の改築,温室及びガラス室 ･網室の水田への移築,ファイトトロン及
び隔離温室の新設などにより次第に縮小された｡さらに昭和60年には,研究所東側道路の拡
幅により道路沿いの圃場が幅7m長さ230mにわたって削られ,現在は水田約150a,畑約30a
の面積となった｡大学移管後水路及び農道が整備され,昭和40年には農機具庫 ･収納合が改
築された｡また農機具の整備も毎年行われ,規模的には小さい実験農場ではあるが,機能的
には相当高められた｡
本農場は,研究用圃場であるため,その管理には細心の注意が払われ,収穫物の圃場内-
の鋤込みや,焼却などは特定の圃場以外では行わず,毎年堆肥の全面散布を行って,圃場の
均一化がはかられてきた｡
農場長は大学移管後から昭和50年までは作物遺伝部の高橋隆平教授が,昭和51年以降は同
部門の安田昭三教授が務めている｡農場運営の実務は農場主任が行っており,定食章助手(昭
和29年まで農場,37年まで作物遺伝部に所属)が昭和37年まで務めた｡宝金が岡山県に転出
後は,守屋勇技官 (作物遺伝部所属)が昭和38年から57年まで,その後は同部門の林二郎助
手が研究所改組に至るまでそれぞれ農場主任に就任した｡農場作業員(昭和32年より技能員)
は当初4名であったが,昭和37年から43年まで5名になり,その後4名に減少し,さらに定
員削減と行政職 (二)不補充の影響で2名となった｡
なお,宝金は大原農業研究所時代農業経営部に所属していた関係から水稲の栽培技術に関
する調査研究を主として行い,また笠原安夫助教授に協力して除草剤による雑草防除の研究
などを行った｡林,守屋の研究については作物遺伝部門の項に記した｡
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V.大麦系統保存施設
作物遺伝学部門の高橋隆平教授は,栽培大麦の起源と遺伝的分化の研究テーマで大原農業
研究所時代の昭和14年以来研究を行ってきたが,その研究材料として世界各地から4000余の
栽培品種 ･系統や近縁野生種を収集した｡これらは作物遺伝学部門で保存し,研究材料とし
て用いられてきた｡その中には特にアジア地域の品種に貴重なものが多く,形態的,生理的,
遺伝的に調査解析が行われていた｡昭和39年国際生物学プログラム (IBP:International
BiologicalProgramme)が発足し我が国ではJIBPが組織され,その中の遺伝子プール研究
班が昭和40年から7年間にわたって日本及び近隣諸国の遺伝資源の保存に関する問題の調査
を行った｡作物遺伝学部門の高橋隆平教授が
その委員に選任され企画及び調査に当り,大
麦の特性調査及びその記録方法について提案
(AproposedJapaneserecordsystemfor
theusefulplantgermplasm)を行った｡こ
のような経緯があって,昭和42年以来文部省
から毎年補助金が交付されてきたが,昭和54
年には研究所附属の大麦系統保存施設として
専任教官 (助教授)1名が認められ,ここに
独立した組織形態をとることになった｡そし
て作物遺伝学部門の安田昭三教授が併任の施設長として,また同部門の小西猛朗助教授が専
任助教授として就任し,大麦系統の保存事業と研究とに従事した｡
大麦系統保存施設の事業としては,世界各地からの品種や系統の導入,栽培,増殖と特性
の調査,記録,安全確実な保存,内外の研究者の要請にもとづ く種子の配布及び記録の公表
などの主な業務がある｡しかしながら,これらの業務を専任教官1名で実施することは不可
能であり,栽培 ･増殖,記録,特性の調査には作物遺伝学部門の援助を受けてきた｡昭和58
年現在保存されている品種 ･系統は以下のごとくである｡
栽培品種 ･系統 :
日 本 703 朝 鮮 半 島
ネ パ ー ル 260 印度,西南アジア
欧 州 316
そ の 他 102
近縁野生種 :25種 274系統
突然変異系統 :240系統
連鎖群分析tester:172系統
北 ア フ リ カ
?
?
?
?
?
?
?
?
中
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ?
?
?
?
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三染色体植物 :13系統
同質遺伝子系統 :203系統
これら品種 ･系統の形質の解析と評価は,高橋の研究に引続き,作物遺伝学部門と大麦系
統保存施設が,時に植物病理学部門の応援を得て,形態的形質及び耐病性を含めたストレス
耐性など生理的形質について幅広く行っている｡ また関与遺伝子を検出するために,品種 ･
系統間の交配を行い雑種を作って遺伝子の分
離を調査し,さらに既知遺伝子との相同性検
定を行って,品種 ･系統の持つ遺伝的情報の
集積に努めている｡そしてこれら品種 ･系統
のデータベースを構築し,電算機による品種
の検索を可能にした｡
なお,昭和56年イギリスのエジンバラで国
際遺伝資源委員会 (IBPGR:International
BoardforPlantGeneticResources)の呼
びかけで大麦に関する遺伝資源委員会が開催
され,安田と小西が参加した｡昭和61年には岡山市で同会議が開催され小西が参加し,大麦
の遺伝資源の保存事業に国際協力を果たしている｡ 卜Jl
また当施設保存の品種,系統については,小西が作物遺伝部門在任中に｢E群S処理により
得た大麦の人為突然変異の特性｣を,また作物遺伝部門と大麦系統保存施設が共同で,昭和
58年 ｢CatalogueofbarleygermplasmpreservedinOkayamaUniversity1983｣を刊行
した｡これらカタログによって,内外からの種子分譲依頼や保存に関する問題の意見交換な
ど交流が年々活発になっている｡
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ⅤⅠ.岡山大学附属図書館農業生物研究所分館
1.沿革
当分館は,農業生物研究所の前身の財団法人大原農業研究所の図書館を引継いだもので,
日本における農学に関する図書館としては,最も充実したものの一つといわれている｡
前大原農業研究所の図書館は,大正10年,研究所員の研究促進,農業の発展に寄与するた
め,研究所内中央にコンク1)-ト煉瓦建延310m2の書庫と木造平家建60m2の閲覧室,それに製
本室を併置した図書館として発足した｡岡山大学に移管された昭和27年には,故大原総一郎
氏の篤志寄付により鉄筋コンク1)-ト3階建延167m2の書庫が増築され,閲覧室 (48m2),辛
務室 (68m2) の増改築も行われたO昭和39年4月,文部省訓令により附属図書館農業生物研
究所分館となった｡昭和44年9月,学内措置により-係 (図書係)から二係 (整理 ･閲覧)
となった｡その後,増加する図書資料の収容が不能となったので,老朽化した書庫を閉鎖し,
4層652m2の新書庫を建て現在に至っている｡(昭和47年1月竣工)
分館の運営は,分館長,所長及び事務長により行われていたが,昭和52年1月,各部門代
表と分館長および事務長により構成される ｢予約雑誌整理検討委員会｣が設けられ,購入雑
誌の再検討を行った｡この委員会は昭和52年10月から構成メンバーに整理係長を加えて ｢農
研図書委員会｣に改組された｡昭和58年7月,｢岡山大学附属図書館農業生物研究所運営委員
会規程｣を定め分館運営上の重要事項は,分館長と研究所から推薦された教授または助教授
2人によって審議されることとなった｡
当分館の蔵書は,昭和63年3月末現在147,447冊である｡蔵書構成の特徴は,広く研究成果
を公表する目的から研究所創設以来,学術論文 (原著)を掲載した和文及び欧文雑誌 (後述)
を発刊し,積極的な国内外交換を通じて資料の収集を計ってきたことである｡この中には我
が国唯一の資料や数少ない図書や雑誌も含まれており,全国的に広く利用されている.
近年,学術情報センターの進展に伴い,全国をネットワーク綱で結び学術情報資源の共有
化 ･共同利用が推進されている｡昭和62年中央館に図書館専用電算檎 (ACOSシステム403)
が導入され,同年9月本学と学術情報センターと接続された結果,現在では図書目録業務の
電算化をはじめ,各種データベースを利用して最新の情報の検索が可能となった.当分館に
も目録端末が1台設置され,ようやく電算化が端緒についた｡今後の発展が期待されるとこ
ろである｡
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2.蔵書冊数推移 (昭和28年～昭和62年)
28 114,431 40 132,890 1,808
29 117,038 2,607 41 134,567 1,677
30 117,956 918 42 136,369 1,802
31 118,963 1,007 43 138,168 1,799
32 120,504 1,541 44 140,534 2,366
33 122,316 1,812 45 142,427 1,893
34 123,577 1,261 46 143,912 1,485
35 125,443 1,866 47 126,797* 1,909
36 126,620 1,177 48 129,214 2,417
37 128,594 1,974 49 130,827 1,613
38 129,654 1,060 50 132,328 1,501
39 131,082 1,428 51 133,814 1,486
52 135,255 1,441
53 136,534 1,279
54 137,755 1,221
55 138,631 876
56 139,332 701
57 140,470 1,138
58 141,841 1,371
59 143,045 1,204
60 144,496 1,451
61 145,963 1,467
62 147,447 1,484
※19,024冊消耗品に分類
3.特色のあるコレクション
Pfeffer文庫
ドイツの元ライブチッヒ大学教授 (植物生理学)W.Pfeffer博士 (1845-1920)の旧
蔵書11,730冊である｡当研究所の前身大原農業研究所の創設者大原孫三郎氏が購入した
もので,植物学関係の歴史的に貴重なコレクションである｡｢岡山大学農業生物研究所図
書館所蔵ぺッファー文庫文献目録｣(鈴木善次他編 1983-84)が刊行されている｡
大原漢籍文庫
上記大原孫三郎氏が大正12年,当時の大原農業研究所所員である西門義一博士 ･同嘱
託松本圭一両氏を中国に派遣し,蒐集させた中国農書4,838冊のコレクションである｡｢大
原漢籍文庫目録｣(農学研究第51巻 1･2号附録一創立50周年記念-昭和40),｢大原漢籍
文庫目録｣(岡山大学所蔵近世庶民史料目録第3巻附録 昭和49)が刊行されている｡
大原農書文庫
大正10-13年頃,大原孫三郎氏が日本の農業に関する図書を網羅的に蒐集させた農書
のコレクションで,主として近世期の和装本から成る2,576冊 (782点)である｡｢岡山大
学所蔵大原農書文庫 ･古医書集成目録｣(昭和62)が刊行されている｡
その他,当研究所の初代所長近藤商太郎博士の種子学関係の主要文献を網羅した蔵書4,500
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余冊から成る｢近藤文庫｣(附属図書館所蔵)
や桑山覚博士 (元農林省北海道農業試験場
長)所蔵の農業害虫,昆虫分類学関係の文
献8,804冊 (主に別刷)の ｢桑山文庫｣があ
る｡
4.特記すべき貴重図書
PflanzenphysioJog'Je.(W.Pfeffer著)1881ライブチッヒ 上下巻 (850頁)
ドイツの植物生理学の教科書｡1901-1904年の改訂版刊行に備え,第一版の本文のあ
とに白紙の頁を入れてA4変形判に作らせた特装本である｡それに著者自らが,改訂版
のためのメモや実験結果などを鉛筆やペンでびっしりと書き込んでおり,植物生理学成
立の過程をまのあたりにすることができる貴重な資料である｡ペッファー文庫所蔵｡
OperaOmnia.(M.Malpighi著)1687 ライデン版 1冊 (379頁)
Malpighiは,イタリアの解剖学者｡彼の植物,動物及び医学に関する主論文集で初版
本｡ペッファー文庫所蔵｡
EtudessurLaBiere.(L Pasteur著)1876 パ1) 1冊 (387頁)
Pasteurは,フランスの化学者,微生物学者｡近代ビール醸造の指導書というべき本で
ある｡ペッファー文庫所蔵｡
ThePowerofMovement
inplants.(C.R.Darwin
著)1880 ロンドン592頁
Darwinは,イギリスの博物学
者,進化論の研究で有名である｡
この本は,著者ダーウィンから
W.ペッファー教授に献呈された
もので,見開き頁にダーウィン自
筆の献辞がある｡ペッファー文庫
所蔵｡
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PhysiotypiaPlantarumAustriacarum.(C.Ⅴ.Ettinghausen,A.Pokorny
共著)1873 プラ- 12冊 (本文 1冊(276頁 Tab.30枚)図版11冊)
オース トリアの植物図鑑｡植物の図版が極めて特殊な方法で,葉脈の1本1本まで手
に触ることができるよう凹凸つけて精巧に印刷された稀書｡薄色刷で,図版の大きさは,
縦56cmx横41.5cmである｡ 棒
農政全書 (徐光啓 撰)1639 明版 12冊 (2枚入全60巻) 初版本
中国明代の政治家｡治国治民の農政を最大の主題として著述した農業全般に及ぶ明代
の代表的な農書である｡歴代農書文献が約250種 も引用かつ駆使された中国農書の集大成
でもある｡大原漢籍文庫所蔵｡
昆陽溝銀(青木昆陽著)宝暦13,続明和 3,補 同 5 写本8冊(6巻続 1,補 1)
江戸中期の儒者 ･蘭学者｡甘藷栽培の普及で有名だが,書物奉行となり全国諸所の古
記録の調査に従事 した｡これはそうした彼の元文 (1751)以来の随筆で,百般の事項に
わたっているが,農政物産に関するものが多い｡大正11年,東京神田の村口書店から金
三拾円で購入した｡国書総目録によれば完本の所蔵は国会図書館のみである｡ 大原農書
文庫所蔵｡
特記すべき雑誌
｢Nature｣(1870創刊),｢Science.N.S｣(1895創刊)をはじめ,農学 ･生物学 ･理
化学分野における外国雑誌の創刊以来のバックナンバ-がよく揃っていることは,特筆
に値する｡世界で最初の雑誌といわれる｢Philosophica1Transactions(Abridged)｣(The
RoyalSocietyofLondon,1665年3月8日創刊 全18巻)も所蔵 している｡｢大原奨
農合要覧｣(1926)の記載の中に｢次に山口弥輔氏が大正11年より13年まで ドイツにあり
て莫大な図書を蒐集せ り｣とあるように,雑誌も創設者大原氏のコレクションがその基
盤となっている｡ ちなみに大正15年3月当時,蔵書4万余冊のうち32,210冊が洋書であ
った｡また,当研究所刊行の定期刊行物の国際交換を通 じて海外の大学 ･研究所の学術
報告をはじめ,国内のそれらの紀要や報告書も豊富に集められており,特色のある蔵書
となっている｡さらに｢科学｣(昭和6)｢科学朝 日｣(昭和16)｢自然｣(昭和21)など日
本の自然科学分野における基本的な雑誌のみならず ｢家の光｣等まで含めて,一貫した
収集には定評があり,全国的に高く評価されている｡
5.出版物
農学研究 (定期刊行物)
大正3年設立された財団法人大原奨農合農業研究所の創設者大原孫三郎氏は,農事改
良に深い関心を持ち,農業の科学的研究推進のため,大正4年以来毎年農事に関する講
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演台及び講習会を開催 した｡その内容は ｢農学講演集｣として刊行されたが,6巻 (大
正13年)から｢農学研究｣(季刊)と改題 し,学術論文の原著を掲載 した｡岡山大学に移
管の後 も継続して,現在,62巻 1号 (1988.3)まで発行されている｡昭和60年3月,
研究所創立70周年記念として ｢農学研究総目次｣(第1-60巻)が刊行された｡
Berichte des 6hara lnstituts fLlr landwirtschaftliche Biologie,
okayamaUniversit占t.(定期刊行物)
大正5年12月創刊｡｢農学研究｣(邦文)に対 し,これは欧文論文を収録 したものであ
る｡年1-2回定期発刊され,現在19巻2号 (1988.3)まで継続刊行されている｡な
お,Bd.10Ht.1(1953)までは｢Berichtedes6haraInstitutsftirlandwirtschaftliche
Forschung｣であったが,Bd.10Ht.2(1954)から上記誌名で刊行されている｡
岡山大学農業生物研究所図書館欧文雑誌日銀 (昭和50年10月刊)
当分館に所蔵されている外国雑誌 (令,国内欧文誌)3,902タイトルの目録である｡財
団法人大原奨農合から全額援助により出版された｡(B5判 267真)
岡山大学農菓生物研究所図書館和文雑誌目線 (昭和53年3月刊)
当分館に所蔵されている国内和文雑誌の購入･寄贈 ･交換の全5,329タイ トルの目録で
ある｡これも大原奨農合から出版を援助された｡(B5判 292頁)
6.学術報告交換状況
本研究所の定期刊行物を国内及び世界各国に配布 して,広 く研究業績を公開するとともに,
相手機閑と出版物の交換を行ってきた｡主要な配布先としては,大学 ･研究機関をはじめ学
会や官公庁 ･企業とか,各省の試験場や主たる図書館 ･博物館 ･植物園などである｡
ア ジ ア ア フ リ カ 米 州 欧 州
日 本 750 南 ア フ リ カ 8 アメリカ合衆国 114 ◆西 ド イ ツ 38 ユーゴスラビア 10
中華人民共和国 16 ケ ニ ア 4 ブ ラ ジ ル 13 イ タ リ ア 37 ス ペ イ ン 9
イ ン ド 15 チ ュ ニ ジ ア 3 カ ナ ダ 12 イ ギ リ ス 36 ベ ル ギ ー 8
大 韓 民 国 9 エ チ オ ピ ア 1 アル ゼ ンチ ン 12 チェコスロバキア 29 ◆ソ ビエ ト連 邦 8
フ ィ リ ピ ン 7 エ ジ プ ト 1 メ キ シ コ 6 ポ ー ラ ン ド 22 フ ィンラ ン ド 7
中 華 民 国 6 モ ロ ッ コ 1 キ ュ ー バ 6 オ ラ ン ダ 20 デ ン マ ー ク 5
イ ン ドネ シア 5 マ ダガ ス カル 1 コ ロ ン ビ ア 5 ル ー マ ニ ア 17 ポ ル ト ガ ル 4
マ レ - シ ア 3 アル ジ ェ リア 1 ペ ノレ - 2 莱東 ド イ ツ 14 ギ リ シ ャ 3
ベ トナム共和国 2 グ ア テ マ ラ 1 フ ラ ン ス 13 ア イル ラ ン ド 3
朝鮮民主主義人民共和国 1 コ ス タ リ カ 1 オース トリア ll ノ ル ウ ェ ー 3
タ イ 1 チ リ 1 ス ウ ェーデ ン ll ブ ル ガ リ ア 1
ス リ ラ ン カ 1 トリニダー ドトパコ 1 - ン ガ リ ー ll
ト ル コ 1 ス リ ナ ム 1 ス イ ス ll
国内 750件 国外 614件 (環太平洋 21件を含む) (昭和62年度)
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ⅤⅠ.研 究 活 動
1.部門の研究内容
(1)植物病理学部門
財団法人大原農業研究所時代の植物病理部が岡山大学へ移管後そのまま植物病理学部門と
して発足した｡昭和26年当初の教官は主任研究月であった西門義一博士が教授に就任し,日
浦運治助教授,森田日出男助手 (昭和26年11月退職)で構成された｡西門は停年退官した昭
和33年10月まで,農学部附属大原農業研究所,引き続き附置農業生物研究所の初代所長を務
め,その間財団法人大原農業研究所の昭和27年岡山大学-の全面移管に,更に附置農業生物
研究所-の昇格に努力され,当時財政厳しい時代の新体制での管理運営に活躍された｡
昭和27年には井上忠男助手と井上威信教務月が着任し,西門が研究を進めていた作物病害
の病原学的研究,特にコムギ赤カビ病に関する研究に従事した｡さらに井上 (忠)は西門が
大原農業研究所時代から継続していた括抗微生物による作物病害防除に関する研究を,昭和
29年に副手として着任した岡本康博の協力により進行させた｡井上 (成)は昭和28年5月助
手に昇任した.部田は大原財団鼻元所時代から日浦の研究に協力していたが,昭和27年教務
月として就任し,昭和28年12月助手に昇任した｡吉富 (旧渡辺)清志は文部技官から昭和30
年7月教務月に昇任したが,昭和34年9月森産業 (秩)食用菌葦研究所職月となり,西門が
高槻市に新設した西門菌類研究所へ転出した｡岡本は昭和33年2月岡山県農業試験場病虫部
へ転任した｡
昭和33年10月西門は停年退官となり,昭和34年井上 (忠)が助教授に昇任し,昭和36年に
は日浦が教授に昇任した｡日浦は部田と共にうどんこ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関
する遺伝学的研究を進めた｡井上 (忠)はその後の研究を井上 (成)と共に植物ウイルス病
の研究に主眼をおいて進めた｡昭和38年に麻谷正義が日浦研究室に教務月として着任し,昭
和44年助手に昇任した｡
日浦は昭和35年10月ロックフェラー財団の奨学金により,米国ミネソタ大学に留学し,昭
和36年10月に帰国した｡井上 (成)は昭和53年4月からオランダ国の招聴研究員としてオラ
ンダ国立植物保護研究所-留学し,花井球根類のウイルスの検出ならびに病原学的研究を行
い,同年10月帰国した｡また同氏は昭和57年3-5月台湾政府の招聴により,台湾植物保護
中心研究所へ客員研究月として出張し,台湾におけるラン科植物のウイルス病に関する研究
を行ったoさらに昭和59年4月からカナダ国アルバ-タ大学植物ウイルス病学教室の客員教
授として出張し,同年7月帰国した｡
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昭和48年10月井上 (忠)は大阪府立大学農学部-転任し,井上 (成)が助教授に昇任した｡
井上 (成)は花井植物のウイルス病に関する研究に主眼をおいて進め,これに昭和52年着任
した前田字憲助手が協力した｡昭和60年に日浦が停年退官し,井上 (成)が教授に昇任した｡
以下に植物病理部門の研究業績の主な内容について述べる｡
第1研究室では,西門教授は井上 (忠),井上 (成),吉富らの協力により,農水省から委
託試験研究の経費を得て,財団の研究所時代の継続課題 'コムギ赤カビ病の防除に関する研
究"を行い,その長年の研究成果を集大成して,昭和33年農林省農業改良技術試料97号に発
表した｡吉富は西門の指導により蓮根の病害,腐敗病と炭痘病に関する研究を行い,その発
生生態と防除法を明らかにし,またクリ胴枯病の発生因子と曜病実態の調査研究を行った｡
さらにTrichoderma属菌の利用による病害防除に関する研究に取り組み,この菌が白絹病の
防除に有効であることを示した｡これは現在で言う生物
防除法である｡
井上 (忠)助教授は着任当初コムギ赤カビ病の第二次
伝染機構とSexualityの研究に取り組み,これらを詳細
に明らかにした｡また括抗現象利用による病害防除技術
の開発研究を岡本の協力を得て行い,白絹病菌に有効な
括抗放線菌とその抗生物質を単離した｡当時抗植物病原
菌物質の研究はまだ少なかった｡昭和31年頃から,研究
の対象を植物ウイルス病におき,井上 (成)と共に新病
害ウイルスの検索 ･同定 ･分類並びに病原学的研究を行
った｡昭和の初期頃より北海道での栽培ビール麦に原因
不明の提灯穂と呼ばれた半不稔現象が大発生し,大被害
をもたらしていた｡昭和31年当時それは依然として原因
不明のままでむしろ生理的不稔あるいは母性遺伝とも思
われていた｡そこでこれらの不稔現象が病気によるものではないかと考えてその病原学的研
究を行い,種子伝染性ウイルス病であることを初めて証明した｡そして病原ウイルスの同定,
記載,発生生態を解明し,更に抵抗性品種選抜などによる防除法を確立した｡この研究以後,
本病は日本から駆逐された｡井上 (忠)はこれらの研究を取り纏めた麦斑菓モザイク病に関
する研究により,東京大学より農学博士の学位を得た｡次に昭和41年春西日本各地のキュウ
リに突発的に大発生し,葉にモザイク,果実に斑紋と奇形を生じて大きな被害をもたらした
ウイルス病の病原学的研究を,井上 (成)や光畑輿二技官らの協力を得て,緊急研究を行っ
た｡そして病原ウイルスを単離し,日本では未確認であったキュウリ緑斑モザイクウイルス
(cucumbergreenmottlemosaicvirus)であることを発見 ･同定し,抗血清を作製して
診断法と防除法を確立した｡本病はこの研究以後発生が制圧され,防除に大きく貢献した｡
その後,マメ科植物に発生するウイルス病の研究を行い,新ウイルスや日本では未確認であ
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った数々のウイルスを次々と発見して分離同定し,それらの発生生態を明らかにするととも
に,電子顕微鏡によるウイルス粒子の形態観察と生物検定とを併用した診断法とそれらの分
類体系を確立した｡この一連の研究成果"日本マメ科植物ウイルスの同定分類に関する研究"
により,昭和44年 3月日本植物病理学会賞を受賞した｡これまでに氏はpea seed-born
mosaicvirus,carnationnecroticfleckvirus,wheatyelowleafvirusなどの新種のウイ
ルスを9種類,日本で未確認であった9種類の新病害ウイルスを発見 ･同定した｡これらの
研究業績は大阪府立大学-転出した後年,農学賞の受賞対象となった｡
井上 (成)は西門教授在職時代からのコムギ赤カビ病の第一次発生に関する研究を行い,
それまでは本病は雨が多いと多発する病害として知られていたが,その第一次発生の伝染源
には子のう胞子が主因であること,更にその伝播様式を自動連続胞子採集器を考案して詳細
に調べ,降雨と子のう胞子の飛散並びに感染との密接な関係を明らかにし,また薬剤散布に
よる防除適期を示したoそれらの研究をまとめた "コムギ赤カビ病の第一次発生の伝染機構
並びに環境条件に関する研究'の論文に対して東北大学より農学博士の学位が授与された｡
その後の研究を井上 (忠)助教授と共に植物のウイルス病の研究を始めた｡最初ラン科植物
に発生するウイルスの検索 ･同定 ･分類並びに病原学的研究,更にウイルスの血清学的研究
や電子顕微鏡を用いて病細胞の超微細構造学的研究を行った｡ランのウイルス病の研究は,
ランの栽培が盛んになるにつれ,ウイルス病の発生もまた増加して,被害がだんだん大きく
なってきたことにより,栽培者の要請に応えて昭和35年頃から研究に取り組んできた｡その
研究によりdendrobiummosaicvirus,habenariamosaicvirus,colmanaramosaicvirus
などの新種を発見して命名し,更にわが国では未確認であった新病害のcymbidiummosaic
virus,odontoglossumringspotvirusやcloveryelowveinvirusなどラン科植物から10種
のウイルスを検出して同定し,それらの諸性状や伝搬方法を明らかにするとともに,ウイル
ス病の発生生態の全貌をほぼ明らかにした｡またウイルス粒子の形態,生物検定並びに血清
反応を用いた診断法と伝搬様式から見た防除法を確立した｡この研究により,ウイルス病の
発生が著しく減少し,その防除に大きく貢献した｡更にバイオテクノロジー手法を用い,坐
長点組織培養によるウイルス無毒化が著しく困難なodontoglossum ringspotvirusでは,
その生長点組織を抗血清処理を行うことにより高率のウイルス無毒化苗の作出に成功した｡
昭和50年頃からそれに加えて球根類花井植物並びに切り花植物に発生するウイルス病の研究
へと拡大した｡昭和48-55年頃中国 ･四国 ･九州地方を中心に日本各地において広くテッポ
ウユリに葉の黄緑化,萎縮,奇形,着花不良等の病害が大発生して大被害をもたらしたが,
病原体がなかなか発見されず奇病と言われて大問題になった｡そこで前田とともにこの病原
体の探索を行い,citrustatterleafvirusと同定しウイルスの諸性質と伝搬方法を明らかに
して,その防除法を示した｡この研究以後,ウイルス病の発生が急激に減少し,その防除に
大きく貢献した｡その他球根類花井植物から新種のvalotamosaicvirusやnarcissusmild
mosaicvirus,アリウムからonionyelowstripevirus,アイリスからirisseveremosaic
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virusなど新病害の数々のウイルスを検出して,それらの発生生態を明らかにした｡これまで
手がけたウイルスは,昭和63年時,37種49系統にのぼり,その主要なものとして5種類の新
種を発見 ･命名し,また今まで日本では認められていなかった8種類の新病害のウイルスを
発見して同定し,更に8種類の植物については13種類のウイルスの新病害を世界又は日本で
初めて発見してそれらの病原学的研究を行い,ウイルスの特性及び系統関係を明らかにした｡
前田はキュウリモザイクウイルス(CMV)及びその外被蛋白に対する種々の抗血清に含ま
れる抗体を解析するとともに,ウイルス粒子及び外被蛋白の抗原決定基を明確にした｡また,
酵素結合抗体法の多くの新しい検出系を確立した｡更にモノクローナル抗体を用いたウイル
スの診断法の研究を行い,新知見を発表した｡
第二研究室では,日浦は部田の協力を得てオオムギうどんこ病に対する抵抗性の遺伝及び
うどんこ病菌の病原性の遺伝学的研究を終始行った｡日本に分布しているオオムギうどんこ
病菌を広く採集し,6つの判別品種に接種した結果,日本に発生するオオムギうどんこ病菌
は11のPhysiologicalracesに判別されることを明らかにした｡他方,当研究所の作物遺伝学
研究室の高橋隆平教授が世界各地から収集したオオムギの2,325の品種に,その11のPhysiO-
logicalracesを接種して抵抗性を検定した結果,東アジア諸地方の在来種にはraceIに抵
抗性を示す品種が少なく,raceIXに対して中程度の抵抗性品種が多かったこと,一方,そ
の他の西域の品種にはraceIに抵抗性を示す品種が多く,raceIXに対して抵抗性品種が少
なかったことを明らかにした｡またうどんこ病菌に対するオオムギの抵抗性の遺伝について
研究した結果,18の抵抗性遺伝子を決定した｡抵抗性遺伝子には複対立性及び連鎖が多く認
められたが,病原性遺伝子には複対立性は勿論,1例を除くと連鎖は認められない結果を得
ている｡日浦はこれらの研究を取り纏めた "ウドンコ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関
する遺伝学的研究"により,九州大学から農学博士の学位を得た｡またこれらの研究に対し,
日本育種学会賞が授与された.オオムギ,コムギあるいはカモジグサのうどんこ病菌は同一
種でありながら,それぞれ固有の種を寄主とするformaesepecialesに分けられる｡そこで,
コムギの菌をコムギの葉上に接種後,その菌そう上に異った宿主上に生育しているカモジグ
サ菌の分生胞子をふりかけると交雑が起こる方法を確立した｡人工交配により,多犯性ある
いは分化系など,色々の系統ができることを明らかにした｡以上一連の研究から日浦は "イ
ネ科植物うどんこ病菌の病理遺伝学的研究"により,昭和54年6月日本植物病理学会賞を受
賞した｡
部田は日浦教授退官後も引き続きオオムギのうどんこ病の病原性に関する研究を継続し,
光学及び走査電子顕微鏡を用いて,オオムギうどんこ病菌における菌糸体の生育型及び雌雄
配偶子のうの有性生殖初期段階過程などについて観察した｡またオオムギうどんこ病抵抗性
遺伝子JMIs｡に対する非病原性菌糸間で交雑と病原性菌糸の選抜を数回行ったところ病原性
菌糸が作出されることを明らかにした｡オオムギ赤カビ病抵抗性に関する研究については,
1,515のオオムギ品巌 いて,自然条件下で赤カビ病に対する抵抗性品種間差異を調査した結
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莱,露6号,Svansota,ゴールデンメロンなど高度の抵抗性品種を兄いだした｡
麻谷はサボテンのウイルスについて調べ,cactusvirusXを同定した｡
(2)生物化学部門
昭和26年岡山大学へ移管した当初は農芸化学研究室の一部であったが,昭和28年研究所が
附置研究所になるとともに,生物化学部門が設置された｡以来,本部門では,農業生物の酵
秦,生理活性物質及び主要な高分子物質の構造,代謝と機能に関して,生化学的並びに有機
化学的立場から研究を行い,ペクチン質の代謝と構造,植物生長素性物質の化学合成,生理
活性物質の配糖体の酵素合成,澱粉及び少糖類分解酵素,植物糖蛋白質糖鎖の機能などに関
する研究を,2つの研究室で進展してきた｡
第 1研究室 :岡山大学へ移管後,小沢潤二郎教授 (昭和30年助教授より教授-昇任)と岡
本賢一助手が,移管前からのペクチン質分解酵素に関する研究をさらに進め,特に小沢が発
見したエキソ型ポリガラクチュロナ-ゼについて詳細な研究を行い,その作用形式を明らか
にした｡また,この酵素が示す低い分解限度から,ペクチン酸分子中に異常結合が存在する
ことを予測した｡昭和36年11月に岡本助手は岡山県立短期大学食物科に転出し,代わって畑
中千歳助手が本学農学部から着任した｡小沢は畑中の協力を得て,エキソ型ポリガラクチュ
ロナ-ゼの精製,数種の新規ペクチン酸分解酵素の発見,及びそれらの酵素の作用機構の解
明を行い,同時に,ペクチン質の化学構造について,酵素化学的立場からの研究を進展させ
た｡すなわち,植物病原細菌であるErwiniaaroideaeの菌体内に,ペクチン酸より4,5-
不飽和ヂガラクチュロン酸を生成するエキソ型ペクチン酸 トランスエリミナ-ゼを兄い出し,
この酵素が既知のエキソ型多糖類分解酵素と異なり,多糖類の還元性末端から作用する特異
な新規酵素であることを明らかにした｡またErwiniaaroideaeが生産する数多くのペクチ
ン質分解酵素の中に,ペクチン酸を非還元性末端より分解してヂガラクチュロン酸を生成す
る,新規酵素ヂガラクチュロノンルポリガラクチュロナ-ゼを兄い出した｡さらに,この細
菌の菌体内に,ペクチン酸を還元性末端から分解して4-デオキシ-5-ケ トー D-グルク
ロン酸を生成する,新規酵素が存在することも兄い出し,この酵素がペクチン酸よりもオリ
ゴガラクチュロニドを速やかに分解することから,オリゴガラクチュロニ ドトランスエリミ
ナ-ゼと命名した｡小沢らは現在知られているペクチン質分解酵素のうちの半数の酵素を兄
い出し,その作用機構を明らかにした｡また,ペクチン酸の各種酵素による分解生成物を詳
細に調べ,ペクチン酸分子中に中性糖類ブロックなどの側鎖をもつ領域が存在することを兄
い出し,ペクチン酸の化学構造のschemeを作成した｡また,岡本,小沢はErwiniaaroideae
によるペクチン酸代謝について研究し,この細菌がアンモニウム塩を含むペクチン酸培地に,
5-ホルミルー2-ピロールカルボン酸を蓄積することを兄い出した｡ついで,この新規物
質が,この細菌によるペクチン質代謝の中間体4-デオキシ-5-ケト-D-フラクチュロ
ン酸から非酵素的に生成されるが,この細菌が新規物質を代謝できず,その結果,アンモニ
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ウム塩がこの細菌のペクチン質代謝と菌の生
育を阻害することを明らかにした｡また,小
沢らは植物細胞の伸長,離解,器官の老化,
軟腐病菌の宿主侵害,加熱による野菜のペク
チン質の変化などと,ペクチン質分解酵素の
関係についても研究を進めた｡昭和48年4月
畑中助手は広島大学水畜産学部食品工業化学
科に転出し,昭和51年10月今野晴義教務月(昭
和54年4月助手)が着任した｡小沢らはペク
チン質の化学構造についての研究をさらに進
展させるために,まずペクチン質の酸部分分解生成物(高分子多糖,酸性オリゴ糖,中性糖)
を分画して組成を調べた｡また,Saccharomycesfragilisから3つのエンドポリガラクチュ
ロナ-ゼを純化し,それらの諸性質を明らかにした.植物組織におけるエンドポリガラクチ
ュロナ-ゼ活性の簡易検出法をも開発した｡
小沢教授の定年退官後,同年7月助手より昇任した山崎助教授と今野助手で研究を行った｡
山崎助教授は,植物糖蛋白質糖鎖の機能に関する研究に着手し,ダイズ及びイネの培養細胞
から存在部位を異にする2-3つの多型の α-グルコシダーゼを純化し,それら酵素の差異
を明らかにした｡ついで,イネ培養細胞に多量に存在していた細胞壁結合型の本酵素を純化
し,その分子量と基質特異性が上記の酵素のいずれとも相違していることを指摘した｡また,
イネ及びサ トウダイコン培養細胞の多型の α-グルコシダーゼはいずれも糖蛋白質である
ことを明らかにした｡後者を糖鎖の生合成阻害剤ツニカマイシン存在下で培養後,生合成さ
れたα-グルコシダーゼの糖鎖と存在部位を検討し,それらの存在部位に糖鎖が関与してい
ることを示唆した.今野助手は,植物培養細胞 (ニンジン,ゼニゴケ)の一次細胞壁中のペ
クチン質の構造とその分解酵素の性状について検討した｡ニンジン及びゼニゴケ細胞壁から
ペクチン質を抽出後,カラムクロマ トグラフィーにより数種のポリマーを精製,分画し,つ
いで,これらポリマーのグルカナーゼ,ポリガラクチュロナ-ゼ及びペクチン酸リアーゼに
よる分解生成物からペクチン質の部分構造を推察した｡また,上記の培養細胞よりエキソ型
ポ1)ガラクチュロナ-ゼ,♂-ガラクトシダーゼ,α-L-アラビノフラノシダーゼを純化
し,酵素学的性質と蛋白質化学的性質を明らかにした｡また,これら酵素の生体内でのペク
チン質の分解関与について推察した｡
第2研究室 :武田助教授は,はじめ小沢教授らのペクチン質分解酵素によるペクチン分解
生成物に関する研究に協力したが,昭和29年3月から植物生長素性物質の合成研究に着手し
た.当時未開拓の分野であった一連のN-フェニルグリシン誘導体の化学合成,及びその化
学構造と生理活性との関連について広汎な検討を行った｡武田助教授は昭和32年10月からロ
ックフェラー財団奨学金により米国ボイス ･トムソン植物研究所に留学,昭和34年5月帰国
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した｡同助教授は昭和35年4月本学に工学部が新設されるとともに,工学部工業化学科教授
に配置換えになった｡
鈴木助教授 (昭和35年10月生物化学部門助手として着任,同37年講師,同41年助教授へ昇
任)は,内田嗣教務月の協力を得て,多糖,少糖,配糖体などの合成に関与する糖転移酵素
の研究に着手し,まず,多糖生成乳酸菌がショ糖とリボフラビン(ビタミンB2,以下B2と略
する)から多糖とともに多量のB2グルコシドを生成し,さらにB2グルコシド-のショ糖から
の連続的糖転移反応によりB2少糖,B2多糖を生成することを兄い出した｡ついで,菌体抽出
液によるB2少糖及びB2多糖の非還元末端からの分解,及び多糖合成酵素の精製標品による
B2無添加での多糖合成と,B2を糖受容体とするB2グルコシドの生成を指摘した｡また,B2
グリコシド (配糖体)の生成活性を広く植物,微生物,市販グリコシダーゼ粗酵素標品など
に認め,数多くの新規B2-α(β)-配糖体を単離,結晶化した｡ついで,B2配糖体生成酵素
を純化あるいは結晶化し,B2配糖体の生成は当時の通説であったB2を助酵素とする特異な
糖転移酵素によるのではなく,既知のグリコシダーゼの糖転移作用によることをはじめて明
らかにした｡さらに,鈴木は内田及び三宅俊雄 (受託研究生)の協力を得て,各種生物起源
のグリコシダーゼがB2ばかりでなく,ビタミンC,各種ヌクレオシド,エスクリン,ルチ
ン,糖アルコー ルなどの生理活性物質-の糖転移活性をもつことを兄い出し,多種の新規配
糖体を単離,結晶化し,グリコシダーゼが従来考えられていたよりも広汎な受容体特異性を
もつことを明らかにした｡鈴木助教授はこれらの研究により昭和46年4月日本農芸化学会農
芸化学奨励賞を受賞したOまた,鈴木,内剛ま,植物病原菌Erwiniaにはamylovora群と
Carotovora群があるが,前者が2-ケト グルコン酸をはじめ2-ケトガラクトン酸,アラ
ボン酸,キシロン酸醸醇を行うのに対し,後者にはこれらの酸化的性質がなく,糖代謝の様
式において両群に差異があることを指摘した｡
また,鈴木は昭和45年4月に着任した山崎良樹助手の協力を得て,澱粉分解酵素である酸
性 α-グルコシダーゼとグルコアミラーゼの比較研究を行った｡当時,酸性 α-グルコシダ
ーゼが動物ではinvivoでのグリコーゲンの直接分解に関与していることが知られていたが,
植物及び微生物におけるこの酵素の存在並びに役割が不明であったので,まず,糸状菌のム
コー ル属菌から酸性 α-グルコシダーゼを精製,結晶化し,この酵素が澱粉をマルト少糖類
と同速度で分解する(α-グルコシダーゼとグルコアミラーゼの中間に位置するような)新し
いタイプの酸性 α-グルコシダーゼであることを明らかにした｡ついで,各種糸状菌から酸
性 α-グルコシダーゼ及びグルコアミラーゼの両酵素を純化するとともに,坪井章 (受託研
究生)の協力を得てムコール属菌からグルコアミラーゼを結晶化し,両酵素が基質特異性及
び糖転移作用における相違に加えて,分解生成物のアノマー型の相違 (例外なくα-グルコ
シダーゼはα-グルコースを,グルコアミラーゼはβ-グルコースを生成する)により明確に
区別されることを指摘した｡また,イネ,緑豆,サ トウダイコンからそれぞれ2-3つの酸
性 α-グルコシダーゼを純化し,植物に多型の本酵素が広く分布していることを明らかにし
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た｡
昭和55年3月小沢教授の停年退官後,助教授より昇任した鈴木教授は,鈴木網教務月 (昭
和63年3月停年退官)と共同して,生理活性物質の酵素的,生物的配糖化の研究を進め,コ
ムギ麹β-グルコシダーゼによるピリドキシン(ビタミンB6,以下B6と略する)のB6- 4'-
β-グルコシド及びB6- 5'-β-グルコシド-の配糖化,B6を撒布した各種植物の発芽種
千,イネ及びダイズのカルス並びに培養細胞中における両B6-β-グルコシドの生成蓄積,
酵母,糸状菌によるB6のβ-ガラクトシル化及びβ-フルクトシル化,ビタミンB2を撒布し
たオオムギの発芽種子中にB2グリコシドの生成蓄積などを兄い出し,多種の配糖体を単離,
結晶化した｡これらの成果は配糖化による有用物質の機能改質に応用された｡また,酸性 α-
グルコシダーゼの研究も引き続き行い,ブタ十二指腸,ネギ,サ トウダイコン発芽種子など
から基質特異性が異なる多型の本酵素をそれぞれ純化し,サ トウダイコン発芽種子の肱乳で
は本酵素が澱粉代謝に関与していることを指摘した｡
(3) 書虫学部門
大原農業研究所時代の研究j引ま地域性を生かした稲 ･果樹 ･貯穀 ･い草等の害虫について
研究を行った｡岡山大学へ研究所が移管される前の深谷昌次研究月はニカメイガ の研究で,
斯界に多大の貢献をした後農林省へ転出した｡そして,害虫学部門は新任の研究月となり,
赴任の時期に多少の違いはあるが昭和27年から28年にかけて杉山幸平教授と松本義明助手の
研究室 (以下第一)と,安江安宣助教授と河田和雄助手の研究室 (以下第二)が発足した｡
新研究室においても,これまで常に主要な研究課題であったニカメイガの研究は引き続き行
われた｡
杉山は卵のふ化と温度との関係の解明を行い,さらにニカメイガの誘蛾燈による誘殺法の
開発に関与し,夕方から暗くなるに従い複眼の色素が内部から表面に移動し,それに伴って
活動性が高まることなどを組織学的に詳細に調べた｡また安江もニカメイガ1化期の発生量
と越冬中の降水量,体内水分と還元性物質の間に密接な関係のあることなどを明らかにした｡
これらの研究は,その後のニカメイガの越冬の生理 ･生化学に関する研究に引き継がれた｡
第一研究室においては,作物害虫の走化性にもとづ く寄主選択作用の解明に焦点が絞られ
た｡特に,十字科植物に含まれるカラシ油,セリ科植物中の精油成分やアオバアルコールな
どが,ヤサイゾウムシの誘引要因であることを明らかにした｡なお,松本は赴任当初に安江
と共同でモモノシンクイムシの人工飼料による大量飼育法の研究も行い,斯界に大いに貢献
した｡これらの研究が学位論文 (東京大学農学博士,昭和36年)となった｡その後,カナダ
のマニトバ大学-ポストドクターとして出張し(昭和37-39年),タマネギバエとタネバエの
寄主選択の研究を行った｡帰国後,倉敷美観地区のヤナギに大発生したヤナギルリ-ムシと,
牛窓地方のカキ貝殻に発生した-マベバ工の寄主選択の要因解析を行い,-マベバエはプロ
モフォルムが誘引物質であることなどを明らかにした｡松本は昭和41年11月に東京大学助教
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授 (その後教授,平成2年現在東北大学教授)に転出し,兼久勝夫が昭和42年3月に赴任し,
桃,梅等に寄生するオビカレ-の配偶行動や卵固着物質の研究を行った｡杉山は昭和43年3
月に定年退官し,安江が教授に兼久が助教授に昇格した｡また,積木久明が昭和44年4月に
助手として赴任した｡その後,安江は昭和55年3月に退官し,兼久が教授に,河田が助教授
に昇格した｡
新しいスタッフになって,第一研究室では昆虫類の防御分泌物の系統的研究 (主として兼
久)と,ニカメイガ幼虫の越冬の生理 ･生化学的研究 (主として積木)が行なわれた｡防御
物質の生成分泌は系統分類と高い関連があり,科 ･亜科 ･属 ･亜属 ･少数ではあるが種によ
ってそれぞれ特異成分が検出された｡ゴミムシ類はギ酸,メタアクリル酸,チグリン酸等十
余種の有機酸を分泌していた｡オサムシ類,ナガゴミムシ類,ヒラタゴミムシ類,ゴモクム
シ類は属レベルでの規則性があった｡アオゴミムシ類はメタクレゾールを特徴のある臭気で
分泌していた｡ホソクビゴミムシ類は通称-ッピリムシと称されているが, トルキノンとパ
ラベンゾキノンを100度位の発熱分泌していた｡カタビロオサムシはサリシルアルデヒドを特
徴のある臭気で分泌していた｡虫の進化及び変異に伴って分泌物質の組成も法則性をもって
変化していることを明らかにした｡ゴミムシグマシ類は最多量成分としてエチルキノンつい
でトルキノン類を分泌し,パラキノンは微量成分であった｡-ネカクシ類においても系統分
類学との規則性がみられた｡即ち,コガシラ-ネカクシ類はアクチニジン (植物のマタタビ
に含まれ,ネコ科動物の興奮剤としても知られる)を主成分としていた｡ムネビロ-ネカク
シからは-キサナ-ルと-キサン酸が主成分で,イリドジアールなども分泌していることを
明らかにした｡その他,ツチ-ンミョウやカミキリモドキからはカンタリジンを検出した｡
カメムシ類は-キサナ-ル,オクテナール,ジセナ-ル等のアルデヒドを主成分にトリデカ
ン,ウンデカン,ペンタデカン等のアルカンやアルケン,エステル類が規則性をもって検出
された｡生成器官の形態も電子顕微鏡によって比較調査し,有機酸分泌種は球形の,メタク
レゾール分泌種は細糸状の,ベンゾキノン分泌種は細長い円筒状の生成器官を有し,その数
においても系統分類学との関連で規則性があることを明らかにした｡
ニカメイガの越冬の生理 ･生化学的研究として,本幼虫の耐凍性の獲得に伴う,凍結保護
物質であるグリセロールの蓄積機構に着目した｡ニカメイガ幼虫は秋から冬にかけての短日
と低温に反応し,休眠が誘起され,体液中に多量のグリセロールが蓄積され,耐凍性が増大
した｡このグリセロールは主に脂肪体のグリコーゲンに由来し,秋から冬にかけて,ホスホ
リラ-ゼとグ1)セロール-3-燐酸脱水素酵素が活性化され,逆にグリセロールキナーゼと
グリセルアルデヒド-3-燐酸脱水素酵素の活性が抑制されることにより,グリコーゲンの
分解が促進され,分解されたグリコゲ-ン相当量のCがグリセロールの合成に用いられるこ
とを明らかにした｡さらに,グリセロール合成系は,本幼虫の休眠誘起に作用する幼若ホル
モンで活性化され,休眠打破に作用するエクダイソンで不活性化され,休眠に関わるこれら
のホルモンが,グリセロールの合成 ･分解に関与していることを明らかにした｡積木はこの
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研究が学位論文 (名古屋大学農学博士,昭和
57年)となった｡その後,ヒューストン大学
-ポストドクターとして出張し (昭和57-59
午),セイタカアワダチソウに寄生するタマバ
エの越冬の生理 ･生化学的研究を行った｡帰
国後,ニカメイガ雌成虫が分泌する性フェロ
モンを用いて,雌雄間の交信轍
を理化学研究所,岡山県農業試三菱
る防除
共同で
研究し,性フェロモンによる防除効果の評価
を行った｡
害虫第二研究室において,安江は微粉性物質の貯穀害虫に対するツァヘル効果,異環式化
合物,特にピリジンカルボン酸類の殺虫効果の研究を系統的に進め,ピコリン酸,シトラジ
ン酸がDDTとほぼ同程度に殺虫力があることを確認した｡その後,従来不明であったコクゾ
ウ,ココクゾウの米粒内における幼虫期の加害状況を軟X線を用いて明らかにした｡そして
内的自然増加率と温湿度との関係を明らかにした｡またコクゾウ類の日本及び中国における
古記録を文献によって調査し,その呼称の変遷の歴史をまとめた｡マグラテントウ類につい
て発育と温湿度･日長などとの関係を明らかにした｡さらに,日本各地の約650地点について
現地調査を行い,地理的分布と気候要因との関係を明らかにした｡安江はこの研究が学位論
文 (京都大学農学博士,昭和37年)となった｡ヤサイゾウムシについては発育と温湿度 ･日
長などの気象要因との関係を追究するとともに,日本各地における地理的分布を調査し,温
帯常雨気候の限定された地域だけに生息することを確認した｡その結果をアメリカのラトガ
-ス大学で開催された第4回国際生気象学会 (昭和41年)において発表した｡これらの研究
は,その後アマゴとオオニジュウヤホシテントウの地理的分布の類似性に及び,淡水魚と昆
虫の生態地理学研究に発展した.また,安江は京都大学ニューギニア学術探検 (昭和38-39
午)に副隊長として参加し,民族生物学的研究をまとめ多くの新知見を得た｡この他,海外
学術調査隊 (昭和44年度文部省)を組織し,笠原 (雑草学部門),兼久,河田らと共にフィリ
ピン,タイ,マレーシア,シンガポール,インドネシア,オーストラリア,香港,台湾など
の国々に出張し,南方地域における農業害虫及び耕地雑草の研究を行い,多くの知見を得た｡
河田は独自に開発した完全合成飼料を使用してアブラムシ類の累代飼育に成功し,マメア
ブラムシの栄養要求を研究した｡また,餌の条件を厳密に制御できる人工飼料を使って多型
発現要因の解析を行い,高密度による接触刺激が有辺型出現の主因であることを明らかにし
た｡この研究が学位論文 (京都大学農学博士,昭和49年)となった｡その後,数種アブラム
シの生活環に関する研究を行い,ニセダイコンアブラムシでは,これまでまったく不明であ
った鹿虫を初めて昭和51年に島根県隠岐郡西郷町において敬見し,本種の生活環を明らかに
した｡その後,ニセダイコンアブラムシ,ダイコンアブラムシなどの数種アブラムシの有性
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虫出現に及ぼす低温 ･短日刺激の影響を調査した｡
害虫第二研究室では地域調査に協力し,環境庁動物分布調査,東中国山地自然環境調査,
岡山県昆虫生息調査,倉敷市環境保全調査等に参加,それぞれ専門的報告を行った｡
昭和60年度から,部門全員でオオムギのアブラムシ抵抗性要因の解析に関する研究を開始
し,研究所の特定研究へ参加した｡大麦系統保存施設の保有する六千余の系統に寄生するア
ブラムシの発生消長を調べ,ムギクビレアプラムシ, トウモロコシアブラムシ,ムギミドリ
アブラムシ及びムギヒゲナガアブラムシの4種が寄生し,そのうちムギクビレアプラムシが
優占種であることを明らかにした｡また,代表的なオオムギ系統について栄養物質である炭
水化物及びアミノ酸含量,耐虫性物質である表面ワックス量,グラミンや-イドロキサム酸
等を比較するとともに,吸汁行動に及ぼす耐虫性成分の作用等について調べた｡表面ワック
ス量とグラミンが耐虫性要因として重要であり,栄養成分の1つであるアミノ酸含量とアブ
ラムシの寄生密度にも相関がみられることを明らかにした｡また,吸汁行動を電気的に測定
し,寄主植物の種類や系統によって吸汁場所や吸汁時間に違いのあることを確認した｡そし
て,オオムギの耐虫性成分とみなされているグラミンを含む人工飼料では吸汁行動が著しく
阻害されることを明らかにした｡
害虫学部門では,昭和34年と昭和53年に日本昆虫学会大会を,昭和35年,42年に日本応用
動物昆虫学会中国支部大会を主催した｡
(4)作物生理学部門
岡山大学への移管当初は農芸化学研究室の一部であったが,昭和28年に当研究所が附置研
究所になるとともに,作物生理学研究室として本部門が設置された｡
昭和28年当時の作物生理学部門の教官は小林 純教授,笠原安夫講師,木下 収助手であ
り,小林により河川水質に関する研究が,笠原,木下により雑草に関する研究が行われてい
た｡翌昭和29年に笠原が助教授に昇任し,木下が鳥取大学へ転出した｡
昭和30年には笠原が作物遺伝学部門へ配置換となり,高須謙一助教授が着任し,微細気象
に関する研究が開始された｡なお,昭和34年には森次益三教務月が助手に昇任し,小林とと
もに河川水質の研究に従事することとなった｡
昭和35年に微細気象学部門が新設され,高須がその教授として昇任し,後任には笠原が再
び配置換えにより助教授となった｡また,昭和36年に西 克久助手が着任し,笠原とともに
雑草に関する研究に加わることとなった｡
昭和41年に生物水質学部門が新設され,小林が新部門の教授として配置換えとなった後,
昭和42年に河崎利夫助教授か着任し,森次とともに植物栄養生理に関する研究を開始した｡
その後,昭和45年に雑草学部門が新設されるにともない,笠原がその教授として昇任し,西
も雑草学部門へ配置換えとなった｡
昭和48年には,馬場 起教授と酒井慎吾助手が着任し,大気汚染に関する研究等を開始し
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た｡馬場は昭和53年に定年退官となり,酒井も同年に埼玉大学-転出した｡なお,同年,河
崎が教授に昇任した｡
また,昭和54年に松本英明助教授が,昭和55年には山谷知行助手が着任し,植物栄養生化
学に関する研究を開始した｡山谷は昭和62年に東北大学-転出した｡
作物生理学部門では,その設置以降,上述のような教官の異動と研究活動の変遷があった｡
そのうち,小林教授グループの河川水質に関する研究については水質学部門の項で,高須助
教授 (当時)の微細気象に関する研究については微細気象学部門の項で,笠原助教授 (当時)
グループの雑草に関する研究については雑草学部門の項で詳述される｡上記以外の作物生理
学部門での研究内容について以下に述べる｡
(1) 河崎教授,森次助手の研究活動
主として植物の栄養生理,特に無機養分の吸収,移行,集積の過程におけるカルシウムの
役割を中心として研究を進めてきた｡さらに自動pH調整水耕栽培装置を開発,利用すること
により,植物栄養学の新しい展開をはかった｡
植物のイオン吸収におけるカルシウムの役割 :植物切断根を用い,各種イオンの吸収に対
するカルシウムの影響について検討した｡その結果,カルシウムが植物根の一価陽イオン吸
収の選択性に必須の役割を果たしており,条件によって,カルシウムがカリウムやルビジウ
ムの吸収を促進し,ナ トリウムの吸収を抑制することを確認した｡
さらに,マルチコンパー トメント･トランスポー ト･ボックス法により,植物根によるイ
オンの吸収と吸収されたイオンの根内での移行の過程を区別して解析した｡その結果,カル
シウムによるカリウム吸収の促進効果とナ トリウム吸収の抑制効果は,植物根における吸収
の過程だけでなく,根内での移行の過程においても見出された｡なお,植物根におけるリン
酸の吸収,移行もカルシウムによって促進されることが明らかとなった｡
植物の塩類濃度障害に対するカルシウムの効果 :塩類高濃度条件における植物生育に対す
るカルシウムの効果を水耕栽培法等により検討した｡その結果,オオムギや トウモロコシに
ついてはカルシウムによる塩害軽減効果が明らかとなった｡インゲンやイネについては,坐
育に対する塩害軽減効果はあまり顕著ではなかったが,植物体の分析結果から,カルシウム
がカリウム吸収を促進し,ナ トリウム吸収を抑制することが見出され,カルシウムが植物の
塩害発現に強く関与することが確認された｡また,塩生植物についても,その耐塩機構にカ
ルシウムが大きな役割を果たす場合のあることを見出した｡
ATP分解酵素 (ATPase)活性とイオン吸収 二近年,生物の物質輸送にATPaseが密接に
関与することが明らかとなってきた｡そのため,植物根のATPaseについて検討し,塩類ス
トレスとの関連をも調査した｡本研究は松本助教授との共同研究としても進められた｡
自動pH調整水耕栽培 :培養液pHを自動的に調整して植物を水耕栽培する装置を開発し,
さらに,培養液の養分濃度を一定にして水耕栽培を行う装置を製作した｡
従来,多くの植物は好硝酸性植物と好アンモニア性植物に分類されてきた｡しかし,自動
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pH調整水耕栽培装置により,厳密なpH制
御条件下で栽培すると,従前の分類は窒素源
に対する各種植物の生理的反応を正しく反映
するものではなく,各種植物の耐酸性の差異
が大きく関与していることが明らかとなった｡
そのため,好硝酸性と好アンモニア性に耐酸
性を加えて判定し,従来の分類では,耐酸性
が低いために好硝酸性植物とされているもの
が多数あること等を明らかにした｡
その他 :各種作物間あるいは作物と雑草間
における養分吸収特性の差異, トウモロコシやソルガムに出現する新しいカルシウム欠乏症
状の発見とその確定, トウモロコシにおけるカルシウムによる見かけ上のマグネシウム吸収
侃進現象,各種植物間における鉄吸収能力の差異,砂漠植物の栄養生理等についても研究を
展開した｡
(2) 馬場教授,酒井助手の研究活動
主として,大気汚染の問題とエチレンの生理について研究が進められた｡
作物の大気汚染被害の生理 :亜硫酸ガスやオゾンによる大気汚染被害の発生機構を各種環
境要因や作物の栄養条件との関連で追究した｡その結果,亜硫酸ガスやオゾンによる作物の
被害が,気孔開度や葉の組織汁液の酸化還元電位と密接に関係することが明らかとなった｡
また,亜硫酸ガス処理によって葉から多量のエチレンが発生することが認められた｡
エチレンの生理 :各種環境要因と作物のエチレン生成について調査し,作物の水分ストレ
スにより,エチレン発生の増大することが明らかとなった｡また,エチレン生成阻害蛋白の
利用についても検討を行い,この蛋白溶液の処理がブ ドウの脱粒に顕著な防止効果を示すこ
と,ならびに,この蛋白がホルモン型除草剤による薬害を軽減することを明らかにした｡
(3) 松本助教授,山谷助手の研究活動
カルシウム(Ca)の生理作用 :Caは植物にとって必須元素であり,その生理作用が多岐に
及ぶことが知られている｡そこでCa欠乏植物を用いて代謝変動を調べた｡Ca欠乏処理によ
り植物体はクロロシスや根の軟弱化を始めとする激しい欠乏症状を示した｡Ca欠乏により硝
酸還元酵素の誘導が抑制された他,体内成分としては地上部で可溶性糖類の著しい蓄積が認
められたが,地下部では逆に減少し,植物体中での転流機構に障害が起こっていることを明
らかにした｡一方,欠乏植物ではアルカリフォスファタ-ゼの活性が特異的に誘導生成され,
その酵素的性質について明らかにした｡またCa欠乏植物ではイオンの吸収が抑制されるこ
とを兄い出し,その機構について調べた｡すなわち細胞膜が著しい損傷を受け,リン脂質含
量が減少するとともに膜のH十ポンプやH十一ATPaseの活性が著しく減少することを認めた｡
さらにCa欠乏により細胞壁,特にペクチンの断片化が起こっていることを明らかにした｡Ca
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の核内代謝についても検討し,核内のクロマチンに結合しているATPaseが,カルモジュリ
ンによって活性化することを明らかにすると同時に,クロマチンにカルモジュリンが結合し
ていることを明らかにした｡一方,Caはクロマチンの構造にも関与しており,Ca欠乏植物
のクロマチンは,その物理化学的特性やヌクレアーゼによる分解から,不安定な構造になっ
ていることを明らかにした｡
アルミニウム(Al)の生理作用 :植物の酸性土壌障害の主因は土壌から溶解するAlによる
と考えられており,Alの阻害作用について検討した｡Al処理により植物根のイオン吸収能力
が低下すると同時に,根からH十の放出が抑制され,根の原形質膜の機能の障害が起こってい
ることを明らかにした｡一方,吸収されたAlの一部は細胞核に蓄積するが,そこでクロマチ
ンと結合し,クロマチンの凝集をもたらす結果,遺伝情報の発現が抑制されていることを明
らかにした｡
窒素代謝について :植物はアンモニア態,硝酸態窒素を用いて生育するが,両者の利用の
特質は著しく異なっている｡硝酸の利用には強い調節作用が働いていることが知られており,
硝酸還元酵素の阻害タンパク質について検討を加えた｡またアンモニア態窒素の利用につい
て研究を行い,光呼吸によって生成されるアンモニアがミトコンドリアに存在するグルタミ
ン酸脱水素酵素によって同化されている可能性を示唆した｡
(5) 作物遺伝学部門
財団法人大原農業研究所時代に4部門あった研究部のうち,種芸部は穀物の貯蔵と種子の
発芽研究のほか作物の栽培,育種及び遺伝に関する研究を行ってきた｡岡山大学移管後新た
に発足した作物遺伝学部門は,当時種芸部の主任研究月であった高橋隆平博士が教授に就任
し,従来行ってきた諸研究のうち特に遺伝及び育種に関する研究を進展させた｡以下に各教
官の研究概要を示す｡なお,昭和30年より配置替えで作物生理学部門より笠原安夫助教授(34
年まで)が,農場より走金章助手 (37年まで)がそれぞれ当部門の所属となった｡笠原及び
走金の研究の概要は,雑草学部門と農場にそれぞれ示した｡
高橋は最初に,日本の大麦品種が並性及び渦性 (半壊性)遺伝子対について分化し,しか
もその分布地域がはっきり異なり,中,南部の大麦主産地は渦性品種によって占められてい
ることを示した｡さらに渦性遺伝子 (uz)をはじめ東亜の大麦の特徴である裸性 (n),密穂
性 (l),六条性 (u)などについてこれらの遺伝子がどのように農業形質に影響しているかを
調べた｡そのためそれぞれ遺伝的背景を異にしその対立遺伝子 (並性 Uz,皮性N,疎穂性
L,二条性 Vなど)についてのみ異なる多くの同質遺伝子系統を反復自殖法を用いて作っ
た｡これらの比較試験を行い日的遺伝子の他の農業形質に及ぼす多面的作用や,それらと遺
伝的背景との関係を明らかにした｡
さらに東亜の大麦品種の特異性を知るため,東亜を主として世界各地産の品種を広範に集
め,形態的,生理的変異形質を詳細に調べると共に,多数の交配を行い,適応性とは直接関
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係の少ない中立的と考えられる補足遺伝子によって支配される形質 (小穂脱落性,雑種黄化
及び幼苗致死など)を含めた多数の遺伝子の品種分化と地理的分布を調べた｡これらの研究
の結果をもとに,高橋は栽培大麦ではそれぞれ固有の遺伝子を含む東亜型と西域型の二型の
遺伝的分化があるという考えを提唱した｡この一連の研究で,高橋は昭和29年日本育種学会
賞を,44年には日本農学賞 ･読売農学賞を受賞した｡なお高橋のこの研究には,大原農業研
究所以来勤務している林二郎助手が,材料の育成,調査等に全面的に協力した｡
耐病性に関する研究の一つは1950年代当時北海道の二条大麦に多発した半不稔性,いわゆ
る提灯穂が,種子伝染性のウイルス病 ｢麦斑菓モザイク病｣に起因することを植物病理部門
と協力してつきとめ,その防除法を確立した｡また,全国的に広がり,甚だしい場合は収穫
皆無に近い被害を及ぼす土壌伝染性のウイルス病 ｢大麦縞萎縮病｣についても品種のスクリ
ーニングと遺伝子分析を重ねた｡その結果,高橋が中国で採集した大麦品種の中の一つ木石
港3の持つ抵抗性遺伝子 y肌は,日本及び世界各地の大麦縞萎縮病系統に高度抵抗性を示
し,現在ビール用大麦品種の育成に広く利用されている｡
以上の研究と平行して変異遺伝子の連鎖分析が部門の継続研究の一つとして続けられてき
た｡現在までに当部門で発見した変異遺伝子は60以上にのぼり,その大部分は染色体上の位
置の確定が行われている｡この研究には林二郎助手が大原農業研究所以来高橋に協力して従
事してきた｡林の研究の多くは上記高橋の項で述べられているが,極密接な連鎖のため分析
が困難であった小穂脱落性に関与する補足遺伝子 (Bt,Bち)の分析や,第4染色体上の位置
不明であった遺伝子ブロック (yh,sh,Hs)の位置確定,菓先着色に関する補足遺伝子
(Cl,C2)など30余の遺伝子の分析を直接てがけた｡また,東亜に特有な大麦の側列粒の己
の短縮に関与するいわゆる坊主性について,温度との関係を詳しく調べ,坊主遺伝子の作用
が発現する幼穂分化期中の特定時期を決定した｡この研究で長二巳遺伝子の働きが坊主遺伝子
によって抑制されることも見出した｡さらに近縁野生種 (Hordeumsponhzneum)との交雑
から,補足遺伝子による雑種媛性遺伝子を見出し,その作用が生育温度によって強く影響さ
れることを明らかにした｡なお林は,大麦系統保存施設が昭和54年に設置されるまでは,守
屋勇教務月と共に品種 ･系統の形態及び生理
形質の調査とそれらの保存事業の実務を担当
してきた｡守屋は昭和30年技術月から教務月
に昇任し,高橋 ･林の仕事を補佐してきたが,
特に連鎖分析に関しては数種の変異遺伝子の
染色体上の位置を確定した｡高橋の退官 (昭
和51年)後は安田と共に仕事を続けた｡
安田昭三助手は昭和35年助教授,51年教授
に昇任し,昭和26年着任以来高橋と協力して
行ってきた大麦の出穂生理と遺伝の仕事の発
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展に力を注いだ｡当時既に高橋は,春 ･秋播性 (春化要求性)の遺伝についての研究を開始
していたが,これを進展させ 3種の優性及び劣性の春播性遺伝子を発見した｡現在までに分
析した世界各地の春播性大麦品種400以上は,いずれも3種の春播性遺伝子の組み合せによる
5種の遺伝子型のいずれかであった｡これらの結果は,春 ･秋播性の遺伝的分化と春播性遺
伝子型の地理的分布の明確な裏付けを与えると共に,このような生態的形質の遺伝子につい
ても東亜型,西域型の分化に有力な関わりがあることを実証した｡なお小麦についても3種
の優性春播性遺伝子を見出した｡安田はさらに高橋と協力して,大麦では生活温度の範囲内
では,従来言われていた感温性の差といえるような品種間差は認められず,むしろ高温下の
光周反応に品種間で一連の大きな変異があることを明らかにした｡そして,品種本来の早晩
性とも言うべき狭義の早晩性 (純粋早晩性)を兄いだし,光周反応と共にその遺伝的基礎を
明らかにした｡これら春 ･秋播性,光周反応,狭義の早晩性は,戸外出穂期の早晩性の内的
要因とみなされ,関東以西の地域では,戸外の秋播き出穂期の早晩にもっとも強く関係する
要因は光周反応であることが認められた｡小麦についても同様な試験を行い,上とほぼ同じ
結論を得た｡また,早晩性や春化要求性について異なる両親間の5種の雑種集団を造り,そ
れぞれ盛岡から九州の鹿屋までの4地で,5世代にわたって集団栽培を続け,その材料を毎
代解析した｡その結果,春 ･秋播性,光周反応及び狭義の早晩性については,盛岡と関東以
西の集団では異なる方向の淘汰が働き,また関東以西の集団間でも適応型の個体頻度が異な
ることが認められた｡これらの研究で安田は昭和36年に農学博士 (北海道大学)を取得した｡
引続いて安田は,3種の春播性遺伝子を,早生および晩生の秋播性品種にそれぞれ1対及び
2対ずつ導入し,原品種に対して同質遺伝子系統を作り,比較試験を行って,春播性遺伝子
の働き合い及び他の農業形質-及ぼす影響を解析した｡以上の研究の成果により,昭和57年
日本育種学会賞が授与された｡また,従来非常に困難祝されていた小麦の早熟化の問題につ
いても研究を進め,大麦との比較試験の結果から,茎葉に蓄積された同化産物の登熟期にお
ける転流が小麦は大麦より遅く,小麦ではこの形質が出穂期遺伝子以上に強く関係すること
を示唆した｡
小西猛朗助手は,昭和39年に九州農業試験場から出向して当部門のスタッフとなった｡最
初突然変異誘発物質,EMS(ethylmethanesulphonate)を用い,大麦の半壊性 (渦性)品
種赤神力について突然変異の誘発に関する研究を行い,多数の変異体を得た｡この中の半優
性葉緑素変異体 (Xa),滑空 (r,,e)など約10の主働変異遺伝子の染色体上の位置を確定し
た｡特に嬢性変異体に関しては,関与する媛性遺伝子の同定を行うと共に,壊性遺伝子を正
常型 (並性)の遺伝的背景へ導入して,各棲性遺伝子及びそれら遺伝子相互間の働き合いを
解析した｡小西はこれらの研究によって昭和49年農学博士 (東京大学)を取得した｡昭和51
年助教授に昇任し,さらに大麦の突然変異に関する研究を続け,多くの無実耳変異体を用い
て無菓耳遺伝子座における復帰突然変異の研究を行い,この遺伝子座の微細な分化を明らか
にした｡昭和54年大麦系統保存施設が設置されると,その専任助教授となった｡
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小西の配置替え後,後任に昭和56年武田和義助教授が弘前大学農学部より着任した｡武田
は弘前大学以来の稲の粒大や,頴と子房の長さのアンバランスに由来するくびれ米の発生機
構など,稲の穂相や粒形質の遺伝変異に関する研究を進め,粒大を支配する主働遺伝子を兄
いだしてその同質遺伝子系統を育成し,収量性をはじめとする主要な農業形質に対する大粒
性遺伝子の効果を明らかにした｡一方,大麦系統保存施設で保有する5000余の世界各地の在
来品種や近縁野生種について,赤かび病抵抗性をはじめとし,種子の耐水性や感水性,植物
体の耐乾性や耐湿性,また殺虫剤ダイアジノンに対する感受性など,大麦のストレス耐性に
ついてそれぞれ検定方法を開発した｡さらにそれらを用いて品種検索を行い,抵抗性,耐性
あるいは感受性についての品種変異を明らかにし,関与遺伝子の発見や遺伝様式を解析した｡
このほかエチオピア大麦に高頻度で兄いだされる不斉条性大麦の側列頴花欠落性の遺伝現象
や高温アルビノ変異の遺伝子解析なども行っている｡
福山利範助手は,昭和45年教務月として着任し,昭和51年助手に昇任した｡福山は高橋や
林と協力して大麦の突然変異による六条変異体を世界各地より集めて交雑試験を行い,その
発現の程度を調べ,関与する六条性遺伝子の同定や,既知の条性遺伝子座 (Vu)の分化を解
析した｡さらに大麦の四倍性(4Ⅹ)近縁野生種 H.bulbosum と4Ⅹの栽培種 (H.uulgare)
とのFl雑種の染色体が消失し,半数性となる現象について研究を行った｡福山は,両種とも
4Ⅹの系統を用いたためFlは染色体が消失しても2Ⅹとなって生存可能であることを利用
して,H.bulbosum とH.uulgweの細胞質を入れ換えた系統を造り,これらを用いて細胞
質の低温による生長抑制作用を見出した.また染色体消失が,H.bulbosumの遺伝的要因に
よって生じることを明らかにした｡この研究により福山は昭和61年農学博士 (北海道大学)
を取得した｡また,武田に協力して大麦植物体の耐湿性や種子の耐水性の品種変異を調べた｡
昭和61年新潟大学農学部助教授として転出した｡
なお,学会活動については,高橋は昭和45-53年まで日本育種学会副会長及び会長をそれ
ぞれ連続二期ずつ務めた.また,国際的には国際大麦遺伝学シンポジウム国際組織委月に昭
和38年より56年まで就任した｡その後は安田がその任に当り現在に至っている｡特に昭和61
年には,岡山で第6回国際遺伝学シンポジウムを1週間にわたって開催し,内外から260余名
が参加した｡
(6) 微細気象学部門
微細気象学部門は日本における微細気象学の先駆的研究を行った高須謙一博士を初代教授
として,また農業生物研究所最初の増設部門として昭和35年に発足した｡微細気象学は農作
物はもとより広く生物の生活の場である接地気層における気象学あるいは気象生態学である｡
創設当時から今日に至るまで,この名称の部門あるいは講座を有する大学は他に見られず,
極めてユニークな存在であった｡
高須は,昭和30年11月,作物生理学部門の助教授として着任し,種々の圃場,砂丘地,良
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喚,温室など微気象特性の解析及び植物病原菌の胞子飛散と気象の関係,生物日長に対する
薄明の意義の考察など微細気象の基礎的及び応用的研究に従事した｡
昭和35年微細気象学部門の発足に伴い,山口信之助手(京都大学理学部より着任),昭和36
年瀬尾琢郎助教授 (高知大学教育学部より着任),昭和38年木村和義助手 (京都大学農学部よ
り着任)を迎え研究体制が整った｡完全部門になったのを機に,第1研究室 (高須 ･木村)
は作物生理生態に及ぼす微気象の影響及び応用面を研究し,第2研究室 (瀬尾 ･山口)は微
細気象の物理的解析面を担当することになった｡
昭和41年に山口が高知大学教育学部に転任し,代って大滝英治助手が岡山大学理学部から
着任した｡その後昭和45年に大滝が岡山大学教養部に転出し,代って昭和46年米谷俊彦助手
が京都大学理学部から着任した｡
また昭和51年4月には高須教授が定年退官し,瀬尾,木村がそれぞれ教授,助教授に昇任
し,昭和52年田中丸重美助手が九州大学農学部より着任した｡
昭和60年には瀬尾教授が定年退官し,その後木村,米谷がそれぞれ教授,助教授に昇任し
た｡
その間,高須は日本農業気象学会において評議員 (昭和27-52年),中国四国支部長 (昭和
37-52年),瀬尾は評議員 (昭和46-60年),中国四国支部長 (昭和58-60年),木村は学会編
集委月 (昭和60年～平成元年),評議員 (昭和62年～)を務め,学会の運営発展に寄与した｡
また昭和50年12月には日本農業気象学会全国大会を主催し,昭和35,36,40,46,58年には
支部大会を主催した｡
第1研究室では,高須 ･木村がイネ,甘藷,大豆,草地をはじめ各種栽培圃場や種々の農
業環境 (人工気象室,ブドウ温室,磯耕栽培,マツタケ発生林)などの微気象観測を行い,
それぞれの立地の特性の解明及び一般気象観測露場との違いを明らかにした｡特に,昭和40
年から始まった国際生物学事業計画 (I.B.P.)による研究班 ｢各種陸上生態系における一
次生産力の比較研究｣のメンバーとして,植被内外におけるC0 2の分布の観測を開始し,各
種作物群落の植被内外の炭酸ガスの垂直分布について貴重なデータを得た｡また岡山大学理
学部松原研究室,第2研究室と協力して各地河川,池沼,ダムなどの水温の研究,特に昭和
39-40年には木曽三川河口資源調査団環境班員として,河口における水温及び塩分の観測を
行った.高須は昭和49年8月～9月第-回国際生態学会及び関連セミナーに出席のため欧州
各国に出張した｡
木村は,比較的低温条件では日長に関係なく,アサガオ (短日植物)の花芽が分化するこ
とを見出だし,これらの現象の解析を行い,昭和40年3月京都大学農学博士の学位を得た｡
また木村は,昭和43年 1月から44年6月まで,米国コ-ネル大学の客員研究月として渡米し,
雨による植物体からの物質の流亡,植物生理生態に対する雨の影響について研究を行った｡
昭和44年以降,コムギ葉の傾斜角度と光質に関する研究を単色光照射装置を使って行った｡
青色光が傾斜角度を大きくし,赤色光がその青色光効果を阻害する作用があることをつきと
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め,さらに自然状態では葉身傾斜角度は青色光と赤色光の相互作用によって決定されること
を明らかにした｡また,雨の多い我が国の農業にとって重要な問題でありながら,雨と植物
についての研究がほとんどなされていないことに着目し,植物にとっての雨の意義,特に雨
濡れの影響について基礎的研究を開始した｡昭和46年には文部省科学研究費,昭和58年には
特別設備費の援助を受け,降雨量,降雨時間,光,温度を制御できる2基の人工降雨実験装
置を設計製作した｡これらの装置を使って,植物の雨濡れの実態の解明,植物体地上部の雨
濡れが植物の生長,乾物生産,糖,デンプン含量,クロロフィル含量,気孔開度,花芽分化
などに対して多大の影響を与えることや,長時間の降雨は生長阻害,しおれ現象,奇形葉の
発生などの障害を与えることを明らかにしてきた｡田中丸は昭和52年着任後,降雨が地下部
の生育に与える影響について研究を行い,地上部の雨濡れが根の発根,伸長を抑制すること
を明らかにした｡
さらに昭和47年以来,倉敷において雨水のpH,ECの測定を継続して行い,年々酸性化が
進んでいることを明らかにしてきた｡
昭和62年木村はこれらの成果をまとめて,著書｢作物にとって雨とは何か一濡れの生態学｣
を執筆刊行した｡
この間則武起夫教務月 (昭和35-62年),小川妙子技官 (昭和37-45年),木元栄子技官 (昭
和45-55年)が在室し,走時気象観測,圃場の微気象観測,雨水のpH,ECの測定,植物気
象反応実験及びそれらの資料の解析,整理などに協力した｡
第2研究室では昭和36年から,瀬尾が熱収支の研究を各種圃場について行うことになり,
各種放射測定装置を整備し,水田における熱収支の観測を開始し,昭和38年以降熱収支法お
よび空気力学的方法により本格的観測を行った｡その間,昭和38年には瀬尾,山口は福井県
下における積雪上の熱収支の観測などを行った｡
一方,大気汚染の問題と関連して,倉敷水島地区における大気拡散現象を解明するため,
昭和39年から山口は煙の写真による拡散の推定の研究を開始した｡その後,瀬尾,山口,大
滝が主力となり,第1研究室や,岡山大学理学部,京都大学原子炉実験所などの協力を得て,
昭和42年3月まで係留気球やノンリフトバル
ーンを用いて気温,風の鉛直分布や大気拡散
状況を調査し,水島地区の逆転層の高さを明
らかにした｡
昭和40年から始まった国際生物事業計画
(Ⅰ.B.P.)のわが国の研究班のメンバーと
して瀬尾,大滝は,昭和42年ころから,C0 2の
変動を測定するために特別な赤外線吸収バン
ドを利用する方法の開発に着手した｡また,
昭和43-48年には植被層内外のC02の鉛直
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分布や空力法,熱収支法によるC0 2の鉛直輸送量の評価を長期間にわたって行い,作物の生
育段階毎のCO2輸送量の日変化や季節変化の実態を明らかにした｡
瀬尾は野外観測用のスペクトルラジオメータを開発し,昭和45年から48年に種々の作物群
落の光質や天空の昼光の観測を行い,野外観測における実用性の検討を行うとともに,作物
群落や昼光の特性を明らかにした｡昭和46-48年に瀬尾,大滝,米谷は超音波風速計やアナ
ログデータ処理装置を用いた乱流輸送測定装置を開発し,オオムギ畑などの群落上の乱流輸
送の観測を実施した｡昭和46年秋から約1年間瀬尾は研究所の圃場において大気中のCO2濃
度の測定を行い,春先に最大濃度,8月に最低濃度になるなどの季節変化や日変化の特性を
明らかにした｡昭和47年夏に2ヵ月間,瀬尾は文部省在外研究月として欧州各国 (西 ドイツ,
オランダ,オーストリア,スイス)を廻り,多くの研究機関を訪問した.米谷は昭和47年イ
グサやオオムギなどの植物体の揺れの特性や揺れと風速変動との関係を実測によって明らか
にし,その後もこの研究を継続し乱流輸送と穂波との関係について考察した0
昭和49年にミニコンピューターを利用したオフラインデータ集録装置が導入され,微細気
象要素の高速集録処理が可能になった｡昭和50年には大滝,瀬尾が試作してきた炭酸ガス変
動計 (水蒸気の変動も測定可能)も実用段階に入り,渦相関法による炭酸ガス,水蒸気量の
鉛直輸送量の評価が可能になり,各種作物群落上で観測を実施した｡昭和49年以後,米谷は
作物群落上の接地気層中で超音波風速計を用いて風速変動の測定を行い,乱流構造や乱流運
動エネルギーの輸送機構を解析し,昭和53年に京都大学理学博士の学位を得た.
昭和55年以降,瀬尾,米谷はイネ,コムギ,ソルガムなどの群落内外で微気象観測を実施
し,植被層内外における水蒸気,顕熱,運動量などの乱流輸送の特性や乱流構造の特徴を明
らかにした.また,群落微気象のモデル計算と観測との比較を行い良好な一致を得た｡また
昭和57年以降,Durhamの花粉捕集器やAndersen粒子サンプラーを用いて,イネやコムギの
花粉の飛散と微気象の関係や群落内外の浮遊粒子状物質の経時変化,経年変化の特性も継続
して研究した｡米谷は昭和61年夏カナダのウィニペグで行われた炭酸ガス変動計の国際比較
観測に参加した｡また,翌62年夏から10ヵ月間文部省在外研究員としてカリフォルニア大学
デービス校やオランダのワ--ニン-ン農業大学に滞在し,森林や作物群落における乱流輸
送の研究を行った｡
平岡直子技官は昭和37年以来25年以上にわたって定時気象観測,特別気象観測,観測資料
の解析,整理などに協力した｡
(7) 水質学部門
昭和41年に当研究所二番目の増設部門として生物水質部門が発足した｡作物生理学部門か
ら配置転換となった小林純教授が初代担当教授となった｡本部門は河川水と濯概水を対象と
する水質化学的研究を中心に,昭和17年から18年間にわたる全国500河川の水質研究が評価さ
れ新設されたものであり,作物のみならずあらゆる生命体にとって必須な水を対象とする研
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究分野で,この名称を有する講座は大学関係では最初であった｡発足当初の研究においてな
された日本全国を網羅する河川水について20数項目に及ぶ水質分析の結果は貴重な陸水化学
的データとなり,現在なお理科年表にも引用されている｡
また東南アジア (タイ,フイリッピン,カンボジア,マラヤ,ビルマ,インド,セイロン,
パ キスタン,台湾など)の主要102河川の年間平均水質についての生物地球化学的研究はこの
方面の先駆的研究をなした｡さらに,河川水中のアルが )皮 (CaCO3) と脳卒中死亡率との
間に負の相関関係を兄い出し,河川水質と人との健康との関わりを科学的に検討することと
なった｡これらの結果から日本人のカルシウム摂取量の不足が脳卒中の多発と関係があると
疫学的に推定され,後にスウェーデン,アメリカでもこの方面の研究が進められる契機とな
った｡昭和41年森井ふじ助教授が着任し,川上四郎技官 (昭和38年作物生理学部門に着任),
浦上佳子技官 (昭和28年作物生理学部門に着任)が生物水質学部門に配置転換となった｡昭
和42年村本茂樹助手が着任した｡昭和39年から河川水利用の効率化を計るため,当時として
は最大のプロジェクト研究が計画され,木曽三川長良川調査団 (信州大学を中心とする10大
学機関で編成)が発足することになり当部門はその化学班として,ダム建設取水による水質
と河口資源生物との関係の研究及びJIBPPF(国際生物学事業計画の陸水群集の生物生産力
研究)の一環として琵琶湖及び児島湖の水質と生物との関係の研究に着手した｡木曽三川か
ら伊勢湾に供給される栄養塩類が河口域の海苔の品質及び化学成分に及ぼす影響,あるいは
河川流量や潮の干満が魚介類に及ぼす影響など生態化学的研究が他の水域にさきがけて行わ
れた｡昭和43年に中島進助手が着任し部門定月が揃った｡生物資源に対する水質の適否,地
質の適否,気候による世界各国の水質の相違及び産業廃水による環境汚染の実態解析等の研
究が幅広く行われるようになり,またその過程で浮選法を利用した濃縮法を導入して環境中
の微量物質の分析化学的な研究が行われた｡特に原因不明の風土病といわれた,富山県の神
通川流域に多発したイタイイタイ病と水質との関係においては,昭和34年に鉱山付近の河川
水中にカドミウム,亜鉛,鉛が検出され,昭和35年には患者の臓器からも,これらの金属が
多量に検出されたことから,同病の原因物質がカドミウムであると推定された｡
同時にアメリカ政府の水質汚濁防止部門からの研究助成で,ラットによる動物実験が遂行
され,農作物栽培実験とともに両者の関係を化学的に立証する実験に着手した｡昭和47年に
は ｢本邦河川水質の人為的変化に関する研究｣及び昭和49年には ｢インドネシア国の水質の
化学的研究｣というテーマで過去の水質と現時点の水質との比較を行うため,国内外の河川
を対象に再度,研究室をあげてこの研究に取り組むことになった｡その間,昭和46年に中原
裕子助手及び原一恵技官が,昭和47年には西崎日佐夫技官,長尾憲人技術補佐員が加わった｡
また浦上佳子技官が教務月に昇格した｡昭和48年に中原裕子助手が退職した｡水質汚濁に関
連し,特にカドミウム,ひ素などの有害微量金属による汚染の実態を明らかにしつつ,農作
物,土壌,湖水,河川水,川底および湖底の堆積物などの分析による地球化学的研究を行な
い,これと並行して,重金属汚染土壌からのカドミウムの抽出除去に関する研究等,汚染対
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策の研究に着手した｡昭和50年,時代の要請と研究範囲の広がりに対応して,水質学部門に
名称変更が行われた｡昭和55年森井ふじ助教授が教授に昇格し,昭和56年に定年退官した｡
昭和52年青山勲助教授が着任した｡従来の産業排水の研究に加えて,特に地域特性を考慮
し,児島湖流域及び農村環境における汚濁発生源である水田,畑,山林等を対象として,種々
の環境汚染物質の動態解析の研究が新たに加えられた｡同時に,生態毒理学の視点から,水,
地圏生態系における物質の挙動とそれらの物理,化学的性質及び生物に対する毒性作用の研
究と水圏微生物の生態と水質との相互関係に着手した｡さらに水環境の保全,管理,制御を
する立場から水生生物を利用した水質浄化の研究及びその資源利用に資する研究-と発展さ
せた｡それらは主として,河川,湖沼等の水圏生態学的研究と資源生物の生産基盤である地
圏生態系における種々の物質 (栄養塩,重金属,合成化合物一農薬,洗剤,人工コンプレキ
サン)の動態に関する研究を包含するものである｡
一方,エコトキシコロジーの比較的新しい研究分野において,毒性評価法の未確立の現状
に鑑み,毒性試験法とその結果の評価法の確立を計るために次のような研究が行われた｡高
等植物の水稲,小麦,ホテイアオイ,フサモ等や,植物プランクトンやイースト,バクテリ
ア,水生動物の鯉,ヒメダカを試験生物として用い,これらの生物濃縮機構と毒性作用の研
究が進められた｡その指標には収量,生長特性,ATP,クロロフィル含有量,AGP等が用い
られ,単独あるいは相互作用の定量的な評価が試みられた｡動物試験では死亡率や催奇形成
性等を評価基準とする手法が用いられた｡さらに,微量重金属の微生物に対する細胞毒性作
用に関する毒性評価法と環境変異原性試験法の開発研究に着手した｡化学物質のモニタリン
グやスクリー ニングのために酵母が用いられた｡とくに突然変異体であるDNA修復能欠損
株を用いて,人間を含む高等生物と同等な核構造を有する真核生物である酵母を用いた変異
原性試験の可能性を示唆する結果が得られた｡
また新しい資源植物の開発,探索を目的として,生長速度の大きいホテイアオイを用いた
家庭排水,農業排水中からの栄養塩類除去能力の研究,水系からの重金属の吸収能の研究が
行われ,さらに塩分耐性の研究により従来の報告より高塩分濃度域でも栽培可能であるとい
う知見が示された｡水生動物に対する重金属の毒性作用の研究では,環境基準のCdO.01
mg/Lの低濃度でも鯉の稚魚に骨異常発症を認め,骨中Ca/P比の減少がカドミウムによる
Ca脱灰現象であるという新事実が魚類でも証明された｡そして重金属暴露生物からの体外排
推除去効果がキレー ト物質によって短期間で促進されることが示された｡
昭和56年八木正一教授が着任した｡以前から継続していた琵琶湖における藍藻の研究を発
展させ水圏の微量有機物,特にかび臭物質の産生とその挙動及びライフサイクルに関する研
究がはじめられた｡水道水中に含まれるかび臭物質は水中の微生物,藍藻類や放線菌のある
種のものによって産生されている｡現在,ジオスミンと2-メチルイソボルネオ-ルの2種
類があり,藍藻類ではその種類によって2種のかび臭物質のうちどちらか1種のみを産生し,
放線菌は2種のかび臭物質を産生していることが判明している｡これらかび臭物質の産生機
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構を培養条件や藍藻のライフサイクルの関係から追及し,微生物と水質の相互作用に関する
研究に着手した｡また,これらのかび臭物質
の魚-の着臭は内臓,エラの部分には極 く少
なく,餌の食べ残しや他の藻類への着臭の方
が大きいことが判明した｡
以上,農業生物研究所時代の22年間におい
て,生物水質学部門,水質学部門は,日本全
国及びアジア地域の河川水質分析を通じて,
新しい地球化学の分野あるいは水質地理学と
も呼ばれるべき一つの研究分野を確立した｡
河川水,湖沼水を分析することによって,そ
の背景にある自然の地理,地質,そして社会活動を明らかにすることができる｡そこに人間
活動に起因する人為的汚染が加わり,汚染物質と水質との新しい関わりあいが生まれ,水環
境の保全と制御という課題が生じてきた｡この水環境の化学的解析を行なうことによって,
そこから生物にとって望ましい水環境の創造のための情報が提供される｡当部門はこれらを
水圏,地圏における環境汚染物質の動態と生物への影響に関する研究として総括的に把握し,
時代の変化と社会の要請に応える研究分野へと発展させつつある｡
(8) 雑草学部門
本部門の開設は昭和45年度からであるが,雑草の研究は古く昭和初年から近藤寓太郎 ･笠
原安夫両氏によって始められ,幾つかの研究体制の変更によってもその研究方向は変わるこ
となく続けられてきた｡昭和26年以降の本部門関係の研究の概要を(1)作物遺伝学部門,(2)作
物生理学部門,(3)雑草学部門の3時期に分けて述べる｡
(1) 作物遺伝学部門の時期 (昭和26-34年)
本時期の雑草の研究は笠原安夫 (講師26-28,助教授29-34),木下収 (助手26-28),定
金章 (助手30-34)の陣容によって行われた｡
戦時中から笠原によって開始されていた無機薬剤による耕地雑草の駆除試験研究では戦後
になって2,4-Dの情報が入り,それを取上げた文部省科学研究費一耕地雑草に関する試験一
に参加し,実用化試験の成果を得てその普及に貢献した｡以後諸種の除草剤が開発されるに
従いこの時期に多くの試験研究がなされ,耕地除草労力の節減,作物栽培の能率化に成果を
あげた｡すなわち2,4-Dによる苗代あるいは水田の雑草防除試験に続いて,CIPC,MCP,
TCA,SESなども使用した甘藷,大豆,玉ネギ畑の雑草防除試験に始まり,水田のノビエ,
畑の-マスゲなど主要雑草の個別試験へとおよび,さらに杉,櫓苗圃の除草試験や,これら
と並行して水田裏作としての麦固,イグサ田の試験も行った｡また,2,4-Dに効果のない水
田のノビエの防除について研究し,15cm30日間の湛水でタイヌビ工を溺死させることを認め
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た｡この研究中に異なるノビエが日本で初めて高知県農業試験場の水田に分布していること
を知り,研究の結果,大井博士によりヒメタイヌビエと命名された｡
これらの薬剤を利用した除草試験とともにその対象である雑草の研究も精力的に行った｡
その中で耕地雑草の発生に関する実験的研究とともに特に顕著なのは本邦雑草の種類および
地理的分布の研究であり,この時期の研究によって我国の全国的な雑草の種類,分布の状況
などが明らかになった｡本研究は水田雑草,畑地雑草,開墾地の一時的雑草から,耕地雑草
の原産地および来歴と海外における分布にまで及んだ広汎なものであった｡この研究はのち
の日本雑草の来歴,系譜の研究へと発展していく｡このほかこの時期に作物と雑草の競争の
研究も開始されている｡
(2)作物生理学部門の時期 (昭和35-44年)
本時期の雑草の研究は笠原安夫 (助教授35144),定金章 (助手35-37),西克久 (助手361
44)の陣容によって行われた｡
前期に引き続いて新規に開発された除草剤を用いた除草の実用化試験が継続して行われた｡
すなわち諸種の除草剤を使用した水稲の直播および移植田の除草試験,単剤および混合剤に
よる非耕地,山林原野の除草試験,Trifluralinによる水田除草試験などが実施されるととも
に,それらの試験の結果をまとめて,除草剤の作用性が考察され,またヒエおよびイネの発
芽に対する作用の差異も研究された0-万物理的方法のマルチフイルムの被覆による防除試
験も行われ,各色フイルムの地温,日射量の測定がなされ,黒色フイルムの雑草防除効果が
認められた｡
雑草の研究ではその群落に対する実験的な研究が前期より継続されるとともに前期にも行
われた作物と雑草の競争に関する研究では,作物に与える雑草害について考察が行われ,と
くに小麦とスズメノテッポウ,水稲とノビエの競争試験が詳細になされて,作物栽培におけ
る雑草の許容限界の存在を提起した｡
これらの研究が前半期で結末をみるとともに後半期の種子を中心とした研究が始まった｡
それは戦前期の主要研究題目の農林種子の研究と従来の雑草研究が合併したもので,まず地
中にある植物種子すなわち埋土種子の発芽の研究から始まった｡これはやがて種子の寿命の
研究と併せて数百年から千年以上埋土状態にある種子すなわち遺跡から発掘された種子の研
究-とつながり,さらに我国における農耕の発展を雑草の分野から考察し,雑草の系譜を諭
ずるという壮大な展開をみせた｡
笠原は雑草の研究発展のために雑草学会の設立に蓋力し,昭和37年に雑草学会が創立され
た｡この時期の特筆すべき成果は雑草の世界で50年以上たって漸く我国で2冊日の本が出版
されたと評された笠原の ｢日本雑草図説｣の刊行である｡ これは長年の雑草研究を背景に特
にその分布域と発生量を表示し,雑草防除に必須の幼植物および果実種子の形態を図示した
もので,我国雑草学の発展に大きく寄与した｡なお本期の末に笠原は東南アジアとオースト
ラリア,次の(3)期にはソ連など東欧3ヶ国と韓国の雑草の調査を行った｡
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(3)雑草学部門の時期 (昭和45-62年)
本時期の研究は笠原安夫 (教授45-51年),中川恭二郎 (助教授46-51,教授52-62),西
克久 (助手45-51,助教授52-62),榎本敬 (助手46-62),沖陽子 (助手53-62)らによっ
て行われた｡
本期のはじめには稲作の休耕制が始まって各地に休耕田が増え,雑草の研究には格好の場
所が提供される状況となった｡そこで笠原らは,中部日本から琉球各地または離島,瀬戸内
海の諸島の休耕地あるいは過疎地の雑草,帰化植物の調査を行って,それらは幾篇かの論文,
報告にまとめられた｡また実験圃場での土壌水分と雑草群落,休耕と雑草群落の遷移などの
生態学的研究もなされた｡
前期の後半からの種子の研究では発芽に続く幼植物の種類同定の基礎として子葉の形状と
葉脈型の研究を行い,走査電子顕微鏡 (SEM)を利用した雑草種実の形状,さらに表皮細胞
の形態による分類-と発展し,その成果は藤沢浅技官らの協力を得て ｢走査電子顕微鏡で見
た雑草種実の造形｣と言う貴重な書となった｡
続いて近藤寓太郎が開始した長期間貯蔵の種子の発芽力に関して麦とタバコ種子の発芽力
と50年後の生育の研究がなされ,さらにもっと長期間埋土貯蔵されている遺跡の発掘種子の
研究-と広がり,精力的に岡山県内および全国各地遺跡の発掘種子の研究が展開された｡そ
れらの研究結果は稲の我国-の伝釆,拡散の経路を論ずる上に雑草が有力な手がかりとなる
ことを示し,笠原は日本の古代農耕を論じ,民族植物学-の展開を指向した｡
西らは同じ時期にノビエと稲の個体群生態の研究を開始した｡そして集団内個体の生育量
と個体差,ノビエの分けつ,茎数,草丈の個体差,個体重の分布様式,ノビエと稲の生長の
比較,集団における乾物生産の関係などの研究を行った｡これらの結果から環境条件とC｡,
C｡植物の乾物生産,菓身の表面構造の研究-と進んだ｡また水田におけるノビエの形態のイ
ネ-の擬態性に着目して,その外部形態,特に直立性の研究を行い,タイヌビエの直立性で
のイネ-の最近似性,ヒメタイヌビエの水田-の適応過程などについて研究を進める一方,
その我国における分布について継続調査した｡また稲,ノビエの乾物生産量の経年変動から
それに及ぼす日射量,気温の意義を考察して,我国の水稲反収の変動に周期性のあることを
提唱し,その研究を進めた｡一方,ホウキギク類,ヒメジョオン,ヒメムカシヨモギなどの
キク科植物,アゼナ属雑草の種生物学的研究も行われた｡
中川は雑草の生理生態に関する研究を行い, ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究を
まとめた｡まずミズガヤツリの個体生態を明らかにし,耕種的防除法についても研究を行っ
た｡また種内変異に関する研究を進め,地方変異があることを兄いだし,出穂期に光周性が
強く影響していることが明かとなり,主成分分析を用いた種内変異の研究は日本における雑
草の種内変異の研究の先駆となった｡
他にムラサキカタバミの鱗茎の形成と休眠覚醒に関する研究,笠岡湾干拓地の植物群落の
研究,メヒシバの種生物学的研究,コゴメガヤツリとカヤツリグサの種子の休眠,発芽の動
62
態に関する研究,クロモ,オオカナデモ,コカナダモの生育環境と繁殖機構の研究を指導し,
雑草の教育研究に貢献した｡
榎本はセイタカアワダチソウに関する生態学的研究を行い,セイタカアワダチソウの日本
における生活史や繁殖様式を明らかにした｡その後笠岡湾干拓地の植生の遷移に関する研究
を行い,塩生干拓地における遷移系列を明らかにした｡また雑草の分類や生態に関する研究
は倉敷市立自然史博物館の設立とその後の発展に大きな力となった｡
沖はホテイアオイの環境安臥こ対する生育反応及び繁殖力の研究を行って窒素,リン,カ
ルシウム欠除区で顕著な生育阻害があり,好適窒素濃度は成株で160,幼株で40ppm,リン濃
度20ppm以上で生育促進があり,カルシウム濃度5ppm以下では生育阻害が起きることを
認めた.種子の最適発芽温度は25-30℃で,我国の分布北限は年平均気温13℃線と-一致したO
また利用,環境保護の研究も進め,次にクロモ,オオカナダモ,コカナダモの沈水性雑草の
生理生態,管理の研究を行った｡
当研究所には,笠原が ｢日本雑草図説｣を執筆する際に用いた日本産の仝雑草種を含むさ
く菓標本があり,榎本らはこれを整理し,昭和55年に ｢岡山大学農業生物研究所所蔵植物目
録 (兼 ･岡山県植物目録)｣として出版した｡当時標本点数は10400点であったが,岡山県産
の植物として1995種が記載されていて,現在
標本の裏付けを持つ,岡山県植物目録として
は唯一のものである｡標本の採集地は大部分
が日本国内であるが,笠原,榎本により東南
アジアの雑草が,西によりアメリカの雑草が
集められ現在は約3万点である｡これとは別
に近藤寓太郎が収集した農林種子,笠原,榎
本らが収集した雑草を中心とした種子が,
12000点保有されデータベース化されている｡
最近の種子は生存状態で冷凍保有されている｡
(9) 大麦系統保存施設
小西猛朗助教授は,昭和54年大麦系統保存
施設発足後作物遺伝部門より配置替えによっ
て本施設の専任教官となった｡小西は大麦系
統保存の事業のシステム化を計るため保存品
種 ･系統の30数項目にわたるデータベースを
作成し,利用日的により自由に検索できるシ
ステムを開発した｡この仕事と平行して,作
物遺伝部門在籍中に行っていた突然変異の研
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究や,補足遺伝子によって表現される雑種弱勢遺伝子の研究を続けると共に,自然突然変異
による相互転座系統の検出や,受精競争遺伝子について多くの材料を用いてその地理的分布
を調べた｡さらに適応や選抜に直接的には関係しないいわゆる中立と考えられる同位酵素遺
伝子を世界各地の品種について分析し,これらの結果から高橋が行った大麦の遺伝的分化と
地理的分布の問題に関して,補足的なあるいはさらに詳細な情報を提供した｡また,同位酵
素遺伝子と大麦縞萎縮病抵抗性遺伝子 Ymとの密接な連鎖関係を兄いだし,これを利用し
て,圃場試験にはよらないで個体あるいは系統選抜を行う方法を案出した｡これは関係各試
験機関で実際育種に利用されている｡
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2.研究交流
(1) 海外出張
(文部省在外研究月,日本学術振興会,文部省科学研究費補助金による海外出張｡その他
は3カ月以上｡)
氏 名 昭和 年 月 出張先国 出張機関 目 的
武田 晃日浦運治松本義明安江安宣〟木村和義昭三兼久勝夫笠原 32.10-34.55 6107 9988-38.102 344 4523 4,6 アメリカ合衆国 他カナダインドネシア〟フィ ピン 他連合王国 他他〟 BoyceThompson 植物成長素性物質に関
Ⅰnst,forPlantReearchUniV.fMinesotaitbCornelUnV.W lshPlantBreed-する研究オオムギのうどんこ病抵抗性に関する研究昆虫の寄主選択に関する研究西イリアン学術探検予備調査 調義南方地域農業生物学術調査雨によるリー チングに関する研究作物 適応性機構の生
ingStation他 理,生態的解析に関する研究南方地域農業生物学術調査 〟
河田和雄 44.12-45.2 / /
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小林 純
村本茂樹
河崎利夫
井上威信
鈴木幸雄
鈴木 桐
山崎良樹
積木久明
森次益三
青山 勲
小西猛朗
沖 陽子
西 克久
中島 進
48.8
48.8
50.9-51.9
53.4-53.10
59.4-59.7
53.10-54.10
53.10-54.10
55.3-56.10
57.9-59.3
58.4-59.4
58.7-59.5
58.9-58.10
59.5-60.2
59.8-59.10
60.10-62.10
インドネシア 他
インドネシア 他
アメリカ合衆国 他
オランダ 他
カナダ 他
アメリカ合衆国 他
アメリカ合衆国 他
アメリカ合衆国
アメリカ合衆国
ケニア
カナダ他
インド他
アメリカ合衆国
アメリカ合衆国
カナダ
Univ.ofCalifomia.
LosAngeles他
Research lnst.for
PlantProtection他
Univ.ofAlberta他
Univ.ofMiami
Univ.ofMiami
Univ.ofTexas
Univ.ofHouston
Jomo-KenyattaCol.
ofAgricultureand
Technology
NationalResearch
CouncilofCanada
Univ.ofFlorida
Univ.ofArkansas
NationalResearch
CouncilofCanada
河川水質の調査研究
河川水質の調査研究
植物の養分吸収能力に
関する比較生理学的研
究
球根類並びにランのウ
イルス病の病原学的研
究
マメ科植物のウイルス
病の病原学的研究
多糖類の合成 と分解酵
素に関す研究
多糖類の合成 と分解酵
素に関する研究補助
植物細胞膜及び糖蛋白
質の生合成に関する研
究
昆虫の耐凍性に関する
研究
土壌学の教育及び研究
指導
水圏環境における有害
物質の生態化学的研究
第2次ネパール,インド
における稲,雑穀,香辛
料栽培 と利用に関する
研究
水生雑草ホテイアオイ
の研究
米国の稲作 と水田雑草
の研究
水圏環境における微量
元素の動態に関する研
究
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(2)外国人滞在研究者 (1カ月以上)
氏 名 昭和 年 月 国 名 所属,職名 受 入 部 門
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Hagberg,N.A.
Wandati,T.W.
Chung,G.C.
(鄭 甲彩)
Kylin,A.
61.9-61.ll
61.10-61.12
62.8-63.7
62.10-62.ll
スウェー デ ン
ケ ア
大 韓 民 国
ス ウェー デ ン
SwedishUniv.of
Agricultural
Sciences,教授
Jomo-Kenyatta
Col.ofAgriculture
andTechnology,
講師
全南大学,助手
LundsUniv.教授
作物遺伝学
生物化学済
作物生理学
作物生理学
(3) 学会開催
昭和 年 月 学 会 名 会 場
27.ll 日本植物病理学全 開西部会 岡山大学大原農業研究所
34.10 日本昆虫学会 岡山大学農学部
35.2 日本応用動物昆虫学会 中国支部会 岡山大学農業生物研究所
35.ll 日本農業気象学会 中国四国支部大会 岡山県庁
36.12 日本農業気象学会 中国四国支部大会 岡山県総合福祉会館
40.ll 日本農業気象学会 西日本大会 岡山県職員会館三光荘
41.ll 日本生気象学会 第5回大会 岡山大学農業生物研究所
42.7 日本土壌肥料学会 関西支部講演会 岡山大学農業生物研究所
42.10 日本応用動物昆虫学会 中国支部会 岡山大学農業生物研究所
45.10 日本育種学会 倉敷文化センター
46.10 日本農業気象学会 中国四国近畿支部合同大会 岡山大学農業生物研究所
47.ll 日本植物病理学会 第6回感染機作談話会 山陽-イツ
50.4 日本雑草防除研究会 第14回講演会 倉敷文化センター
50.12 日本農業気象学会 全国大会 倉敷文化センター
53.10 日本昆虫学会 倉敷市民会館
57.78ll 第77回日本土壌肥料学会 関西支部講演会 岡山県農業会館大学農業生物研究所
ならびに第60回関西土壌肥料協議会講演会
日本農業気象学会 中国四国支部大会
60.4 日本植物分類学会 第15回大会 倉敷市立展示美術館
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(4) 学会賞等の受賞者 (農生研在職中)
大原農業研究所時代は,民間の試験研究機関として,地域と密着した研究も多く行われて
いた｡このような関係で,岡山大学移管当時は農学に関する全国的な賞とともに,地域的な
賞も多かった｡
氏 名 貴 名 昭和年月 対象研究 (功績)
笠原安夫〟 農業技術協会賞 28.1232ll 雑草防除の基礎的研究及び2,4-Dによる水田除草技
及び農林大臣賞 術の確立
倉敷市文化賞 水田雑草 防除に関する研究
/ 日本作物学会賞 37.4 本邦耕地雑草に関する研究
/ 日本農業研究所賞 49.5 耕地雑草及び防除に関する研究
高橋隆平 日本育種学会賞 29.4 本邦大麦品種の分類と地理的分布に関する研究
/ 倉敷市文化賞 30.ll 稲麦類の研究並びに農学-の貢献
/西門義- 日本農学賞及び読売岡山県文化賞 44.4312 オオムギ品種の地理的分布と遺伝的分化の研究植物病学
小林 純 山陽文化賞 32.ll 河川水質研究
/ 日本農学賞 33.4 本邦陸水水質の化学的研究
/ 倉敷市文化賞 34.ll 河川水質の研究による農芸化学の進歩に貢献
/ 中国科学賞 37.ll 河川水質の研究
日浦運治 日本育種学会賞 35.4 オオムギのうどんこ病抵抗性に関する研究
/ 日本植物病理学会賞 54.3 イネ科植物うどんこ病菌の病理遺伝学的研究
井上忠男 日本植物病理学会賞 44.3 日本マメ科植物のウイルスの分類同定に関する研究
鈴木幸雄安田昭三 日本農芸化学会農芸化学奨励賞育種学会 46.457 ビタミン類の糖化合物に関する研究オオムギの出穂生理とその遺伝に関する研究
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(5) 学位受領者 (農生研在職中)
氏 名 学 位 昭和年月 受領大学 論文題目
小沢潤二郎武田 晃 農学博士工 30.5112 京都大学 ペクチン酸酵特にポリガラクチェロナ-ゼの特異性に関する研究植物生長素性物質の合成に関する研究
日浦 運治笠原 安夫 農学博士 34.453 九州大学東京 ウドンコ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関する遺伝学的研究本邦耕地雑草に関する研究
小林 純 理学博士 35.8 名古屋大学 陸水水質の化学的研究
井上 忠男 農学博士 36.1 東京大学 麦斑菓モザイク病に関する研究
松本 義明 農学博士 36.9 東京大学 ヤサイゾウムシの求食活動について
安田 昭三 農学博士 36.10 北海道大学 大麦の出穂期に関する研究
井上 威信安江 安宣木村 和義西 克久畑中 千歳 農学博士 37.1340155 東北大学京都九州 コムギ赤カビ病の第一次発生の伝染機構並びに環境条件に関する研究ニジユウヤホシテントウ類の生理生態学的研究FloralinitiationofPharbitisnilatlowtemperuresダイコンの発芽期とVernalzationとの関係 関する研究酵素 よるペクチ 酸の分解
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中島 進
森次 益三
積木 久明
沖 陽子
今野 晴義
福山 利範
村本 茂樹
理学博士
農学博士
農学博士
農学博士
理学博士
農学博士
農学博士
名古屋大学
京都大学
名古屋大学
京都大学
大阪大学
北海道大学
東京農業大学
重金属元素の湖底堆積物及び土壌への蓄
積に関する研究
作物生育に対するアンモニア態窒素と硝
酸態窒素の優劣に関する比較栄養生理的
研究一特に培養液のpHとの関係につい
て
ニカメイガ越冬休眠生理に関する研究一
特に休眠と糖代謝
水生雑草ホテイアオイの環境要因に対す
る生育反応及び繁殖力に関する研究
ペクチン質分解酵素の精製と植物細胞壁
ペクチン質に対する作用
4倍性野生大麦Hordeum bulbosumL.
を用いた染色体消失現象に関する基礎的
研究
生物圏におけるカドミウムの挙動と作用
性に関する研究
(6)農業生物シンポジウム
岡山大学移管以来,大原奨農会の援助等で随時全国各地の大学や農林水産省の試験研究機
関等から講師を招いて講演を依頼していた｡これらの講演会は所員の知識の向上を図る上で
効果があったが,自由な討論の場としては必ずしも満足できるものではなかった｡農学の見
直し,研究所改組の問題が浮上してきた頃,仝所的な視野で十分な企画のもとに,現在我々
が直面している農学上の諸問題について,研究所が主催する全国的なシンポジウムを開催し
ようということが発議された｡その第1回は昭和59年12月で,以後会を重ね,平成4年 2月
には第8回を開催する運びである｡参加者は北海道から沖縄まで毎回200名前後の参加があ
り,定着しつつある｡
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昭和 年 月 氏 名 所 属 .職 名 演 題
第 1回59.12[環境ストレスと作物] 青山 勲石原 邦叫田 芳雄木村 和義菅 洋 岡山大学農業生物研究所助教授東京農工大学農学部･教授九州 部 .敬撹北 学農学研究所 .教授 水圏環境における毒理学植物の水分ストレスと光合成ストレス下の植物栄養降雨環境ストレ 下の作物制御機構
第2回61.1 井上 威信本吉 徳男奥 八郎兼久 勝夫松本 義明斎藤 哲 岡山大学農業生物研 植物ウイルスと宿主.Vectorとの相互関係
[生物間相互 究所教授 -PotyVirus群ウイルスについて-
作用] 農林水産省農業生物 トマ トにおけるTMVと抵抗性遺伝子の相
資源研究所 .室長 互作用
岡山大学農学部 .敬撹 業生物研究所教授東京名古屋大学農学部 .教授 植物病害における宿主と病原菌の相互作用昆虫の分泌する相互作用物質昆虫誘引物質忌避剤と摂食阻害
第3回62.1[生物機能の解析と活用] 松本 英明吉田 静夫 岡山大学農業生物研究所助教授北海道大学低温科学 イオンストレスによる植物の代謝機能の障害細胞膜と液胞膜の物質的機能的側面からみ
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旭 正鈴木 幸雄山田 秀明田端 守 名古屋大学農学部 . 高等植物における傷害刺激による細胞オル
教授 ガネラの発達誘導
岡山大学農業生物研究所教授京都 学部 .敬撹 薬 生物による生理活性物質の配糖化微生物酵素の機能開発と物質生産植 培養細胞の二次代謝機能の解析と活用
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VII.教育活動
1.大学院修士課程 (農学研究科)
(1) 沿革
岡山大学大学院農学研究科は,農学,園芸学,畜産学,農芸化学,農業工学の5専攻とし
て,昭和44年度に発足した｡当研究所は発足当初より農学研究科の組織に参加し,植物病理
学,害虫学,作物生理学,作物遺伝学,微細気象学,雑草学の6部門は農学専攻,生物化学
と水質学の2部門は農芸化学専攻の構成部門として大学院修士課程の教育の一翼を担ってき
た｡農学研究科の発足以来,昭和63年3月までに当研究所に所属した修士課程の学生は72名
(中退者2名を含む)に及ぶ｡農学研究科の構成と当研究所各部門の担当を下に示す｡
(2)専攻 ･講座 ･部門
専 攻 講 座 部 門
農 学 作物学,作物生理学,育種学,作物辻伝学,応用昆虫学,書虫学,植物病学,
植物病理学,食料生産管理学,資源管理学,微細気象学,雑草学
園 芸 学 果樹園芸学,読莱園芸学,花井園芸学,造園学,園芸利用学
畜 産 学 家畜育種学,家畜繁殖学,家畜飼養学,家畜衛生学,畜産物利用学
農芸化学 土壌肥料学,農産製造学,醗酵化学,生物化学,生物資源化学,生物化学,
水質学
症)太字は当研究所担当の部門を示す｡
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(3) 修了者
当研究所には他大学とは異なる名称の講座があり,ユニークな修士課程として認められて
いる｡そのため,全国各地から多くの学生が集まり修了後はそれぞれ各地の職場で活躍して
いる｡
氏 名
野間義明 (化),
杭田 要 (柄),
尾原和夫 (虫),
下 幸夫(虫),
宮地邦明 (柄),
福井昌弘(柄),
中桐基晴 (化),
林 栽弁 (化),
直原一男 (坐)
那須英夫 (柄),
村瀬仝功 (虫),
前田俊英(虫),
村井 保 (虫)i
山下俊和(虫),
小川道博 (虫),
信岡 尚 (遺),
渡部尚久 (虫),黒住 徹 (逮)
藤森茂樹 (化)
蜂谷欽二(坐),小林行高(遺),西田富士夫(革)
佐藤 幸 (坐),寺岡久之 (水)
米谷 力(坐),高江洲賢文(辛),松本青史(革)
鈴木孝夫 (坐),竹内敬二 (気)
大藤明克 (気),仲田栄二 (辛)
野田千代- (柄),松満幹夫 (柄),芦田栄徳 (虫),森原 修 (虫)
上野和治 (草)
細谷春善 (遺),平松良夫 (気)
長塚 久 (虫),増田芳樹 (虫)
高橋克宗 (遺)
奥 尚 (柄),足立裕弘 (虫),辻 博夫 (虫),谷川元一 (坐),岡村秀雄 (水)
斉藤 渉 (遺)
飯野尚之 (柄),走平香代子 (柄),中住晴彦 (遺),清水 元 (坐),
徳森恒雄 (水),露崎 浩 (革)
石井啓行 (化),中野真之 (化),康内いと代 (草)
内山圭二 (虫),松浦誠司 (遺),小山直樹 (辛),今西 競 (草),
DIDYSOPANDIE (坐),MUHAMADAHMADCHOZIN (革)
森田 淳 (革),小山内英一 (遺)
注)柄 :植物病理学,化 :生物化学,虫 :害虫学,坐 :作物生理学
遺 :作物遺伝学,気 :微細気象学,水 :水質学,辛 :雑草学
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2.大学院博士課程 (自然科学研究科)
(1)沿革
岡山大学における博士課程 (後期 3年)は,昭和60年度に物質科学および生産開発科学の
2専攻として発足し,昭和61年度に生物資源科学と生体調節科学の2専攻,最後に昭和62年
度にシステム科学専攻が設置された｡この博士課程の組織は学部の枠を越えた総合的な教
育 ･研究の実施を目指すものであって,哩,莱,工,農の4学部と農業生物研究所および地
球内部研究センターを基礎とし,さらに教育学部と教養部の一部を加え,昭和62年に全専攻
の設置が完了した｡
当研究所の植物病理学,害虫学,水質学および雑草学の4部門は生産開発科学専攻に,坐
物化学,作物生理学,作物遺伝学および微細気象学の4部門は生物資源科学専攻に所属し,
大学院博士課程の教育に当ってきた｡自然科学研究科は設置後の期間が短いため,農業生物
研究所に所属し,昭和62年度までに学位を取得した者は2名である｡
自然科学研究科の構成と当研究所各部門の担当を下に示す｡
(2) 専攻 ･大講座 ･教育研究分野
専 攻 大 講 座
物 質 科 学 物質基礎科学 (7分野),物性科学 (7分野),反応科学 (6分野)
物質開発学 (7分野),地球物質科学 (7分野)
生産開発科学 生産環境開発学 (水質学,他7分野),機器装置設計学 (6分野)
エネルギー変換学 (6分野),生物生産管理学 (雑草学,植物病原学,
昆虫生理学,他5分野),生物生産技術学 (6分野)
生物資源科学 基礎生物学 (6分野),遺伝子科学 (作物遺伝育種学,他5分野),
生物機能開発学 (生体物質生化学,他4分野),生物機能調節学 (植物
栄養生理学,作物微細気象学,他5分野)
生体調節科学 薬品開発化学 (7分野),衛生薬学 (6分野),
生体調節薬品科学 (7分野)
症)アンダーラインは当研究所の部門が所属する大講座を示す｡
( )内の太字は当研究所担当の教育研究分野を示す｡
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(3) 修了者
学 位 授 与昭和年月日 氏 名 学 位 論 文 名
62.3.28 露崎 浩 学術博士 メヒシバの種生態学的研究
3.非常勤講師
氏 名 委 嘱 先 担当科目 期間 (昭和年度)
小沢潤二郎 岡山大学農学部 酵素化学 31-36
/ 山口大学農学部 / 32-34,37
/ 岡山大学工学部 / 39-42,44
/ 美作女子大学家政学部 応用微生物学 45,46,48
安江 安宣 岡山大学農学部 害虫防除剤学 31-48
/ 広島大学水畜産学部岡山 農学部 農学特論 (作物害虫学)応用昆虫学 ⅠⅠ 32-3446
/ 神戸大学農学部 昆虫学特論 53,54
高須 謙一 岡山大学法文学部 気候学 32-34
/ ノー トルダム清心女子大学 生物学 33-50
/ 京都大学農学部 応用気象学 36-42
/ 岡山大学農学部 植物生理学 45-49
/ 広島大学大学院理学研究科 微細気象学 48
高橋 隆平 岡山大学農学部 推計学 37-46
/ 九州大学農学部 育種学特別講義 34,42
/ 岐阜大学農学部 集団遺伝学 35-42
瀬尾 琢郎 高知大学農学部 応用気象学 36,39,40,45-48
/ 高知大学教育学部 地学実験 Ⅰ 37,38
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/
/
/
/
日浦 運治
/
小林 純
/
小西 猛朗
/
/
笠原 安夫
/
兼久 勝夫
/
河崎 利夫
/
/
/
/
中川恭二郎
/
/
/
馬場 起
/
/
鈴木 幸雄
/
/
/
安田 昭三
/
岡山大学農学部
岡山大学教養部
香川大学農学部
高知大学理学部
鳥取大学農学部
名古屋大学大学院農学研究科
信州大学繊維学部
高知大学農学部
ノー トルダム清心女子大学
三重大学農学部
名古屋大学大学院農学研究科
島根大学農学部
大阪府立大学農学部
岡山大学農学部
鳥取大学農学部
岡山大学農学部
/
/
神戸大学農学部
名古屋大学大学院農学研究科
島根大学農学部
鳥取大学農学部
佐賀大学農学部
岡山大学農学部
東京農業大学大学院農学研究科
大阪府立大学大学院農学研究科
岡山大学農学部
美作女子大学家政学部
岡山大学農学部
/
岡山大学大学院教育研究科
京都大学大学院農学研究科
名古屋大学大学院農学研究科
気象学概論
地学
農業気象学
物理学特殊講義 Ⅰ
農学特別講義
病害抵抗性の遺伝学
応用生物学
農学特論 ⅠⅤ
統計学
遺伝学 ⅠⅠ
作物遺伝資源学
栽培環境制御学特論
園芸農学特殊講義
昆虫生理学
動物生態学特論
分析化学
肥料学
植物栄養学
放射線化学
農学特別講義
栽培環境制御学特論
農学特別講義
雑草防除学
雑草防除論
作物生理学
園芸農学
植物生理学
応用微生物学
酵素化学 Ⅰ
酵素化学 ⅠⅠ
食物科学特論 ⅠⅠ
農林生物学 ⅠⅠ
農学特別講義
38-40
41-45
52
55
50
52
42
45
44,45
53
60
45,46
48
45-61
61,62
45-49
50
51,52
49,50,52,54,56,
58
56
47
48
48,49
52-62
49-53
50
50-52
50,52
59-62
59-62
59-61
52
56
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木村 和義
/
/
青山 勲
/
/
/
/
/
米谷 俊彦
/
/
井上 威信
八木 正一
/
河田 和雄
武田 和義
/
岡山大学農学部
九州大学大学院農学研究科
高知大学農学部
京都大学工学部
京都大学大学院工学研究科
岡山大学農学部
岡山大学大学院工学研究科
福山大学工学部
岡山理科大学
岡山大学教養部
高知大学理学部
岡山大学教養部
岐阜大学農学部
神戸大学工学部
福山大学工学部
高知大学農学部
三重大学農学部
芦屋大学大学院
植物生理学
農学特論第二
農学持論 ⅠⅠ
放射線衛生工学及び
実験
衛生工学持論
実験計画法
衛生工学特論
上下水道工学
特別講義 (ⅠⅠ)
総合科目(大気科学)
大気境界層概論
地学
植物ウイルス病学
水質管理工学
上下水道工学
昆虫学持論
遺伝学 ⅠⅠ
生命工学特別講義
52-61
58
61
52-55
54
54-61
54-62
56
57,58
54-61
56
59
55,56
57-61
57-62
58,60
61
61,62
4.研究生 (昭和48年 6月30日研究生規程制定以降)
氏 名 所属部門 期 間 (昭和 年 月)
小岩井 晃 作物生理学 48.10-49.10
尾原 和夫 害虫学 49.4-50.3
前田 俊英 害虫学 50.4-54.3
蜂谷 欽司 作物生理学 50.4-51.3
今村 真知子 作物生理学 50.4-51.3
寺岡 久之 水質学 50.4-59.3
小林 行高 作物遺伝学 50.4-52.3
林 栽允 生物化学 51.4-52.3
福井 昌弘 植物病理学 52.4-53.3
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高江州 賢文
山下 俊和
小川 道博
信岡 尚
青木 紫幸
清水 元
高橋 克宗
吉岡 郁雄
斉藤 渉
CHOZIN,M.A.
SOPANDIE,D.
中性 晴彦
河口 芳里
KUNGOLOS,A.
金沢 昇一
小山 直樹
神田 健太郎
雑草学
害虫学
害虫学
作物遺伝学
植物病理学
作物生理学
作物遺伝学
作物生理学
作物遺伝学
雑草学
作物生理学
作物遺伝学
雑草学
水質学
水質学
雑草学
生物化学
52.4-53.3
53.4-55.3
53.4-55.3
54.4-54.ll
56.4-57.3
57.4-58.3
58.4-59.3
59.4-60.3
59.10-60.3
59.10-60.3
60.1-60.3
60.4-60.8
61.4-62.3
61.10-62.3
62.4-63.3
62.4-62.9
63.1-63.3
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ⅠX.大原奨農合による研究助成
1.新 ｢財団法人大原奨農会｣の設立
財団法人大原農業研究所の岡山大学への移管の背景と経緯については先に述べた (ト2-
(1)｡その後,新たに ｢財団法人大原奨農会｣が設立されたが,その間の事情については "財
団法人大原農業研究所史'に記述がある｡その部分を以下に転載する｡
｢財団法人大原農業研究所はその研究用資産の大部分と事業の全部を岡山大学に移管した
ので,昭和28年 (1953)解散したが,その遺留財産が若干あったので,これから上がる利益
を主として岡山大学農業生物研究所の研究の後援資金とすべ く,清算を行い,昭和32年(1957)
新たに財団法人大原奨農会を設立した｡｣
新 ｢財団法人大原奨農会｣の目的及び事業は,下の "寄付行為"に記述されているとおり,
岡山大学農業生物研究所の研究に対する助成を中心としたものであった｡
(寄付行為)
第2章 目的および事業
第3条 この法人は,農業生物に関する学理およびその応用に関する研究を助成し,そ
の研究成果を普及奨励して,農業の発達に寄与することを目的とする｡
第4条 この法人は,前条の目的を達成するために次の事業を行う｡
1.岡山大学農業生物研究所が行う研究の助成および斡旋
2.農業生物に関する研究成果の公開,普及および出版
3.農業生物に関する講演会,研究発表会および展示会等の開催ならびに協力
4.その他前条の目的を達成するために必要な事業
2.大原奨農合の役員
本財団法人には,役員として,理事5-7名,
監事 2名および評議員若干名を置くこととされ
ている｡
初代の理事長には大原総一郎氏が就任 したが,
同氏の逝去により,昭和44年2月から大原謙一
郎氏がその後任の理事長となり,現在に至って 大原総一郎 大原謙一郎
いる｡また,常務理事には農業生物研究所長がその任に就き,大原奨農会の事業の実施に当
ってきた｡
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3.大原奨農会の事業
上述のとおり,大原奨農会の目的と事業は農業生物研究所の研究に対する助成を中心とす
るものであった｡年度によって,研究助成の内容に若干の相違はあったが,その主要なもの
は以下のようである｡
i) 研究所に対する研究助成
i) 研究所主催のシンポジウムに対する助成
ii) 研究所主催の学術講演会に対する助成
iv) 研究所が中心となる学会等の開催に対する助成
Ⅴ) 研究所が企画する特別事業に対する助成
vi) 海外学術研究に対する助成
vi) その他
なお,特別事業として,｢岡山大学農業生物研究所図書館 ･欧文雑誌目録 ･1975｣(昭和50
年発行),｢岡山大学農業生物研究所図書館･和文雑誌目録･1977｣(昭和53年発行),｢岡山大
学農業生物研究所所蔵 ･植物標本目鼻 (兼 ･岡山県植物目録)｣(昭和55年発行),ならびに
｢CatalogueofBarleyGermplasm-PreservedinOkayamaUniversity｣(昭和58年発行)
が刊行されている｡
4.大原奨農会年度別当初予算額一覧
年度 研究助成費 事業助成費 総 額
32 150,000 600,000 150,000
33 150,000 150,000
34 150,000 150,000
35 150,000 150,000
36 150,000 150,000
37 170,000 170,000
38 205,000 205,000
39 270,000 270,000
40 170,000 170,000
41 270,000 270,000
42 270,000 270,000
43 270,000 270,000
44 1,318 1,918
45 500,000 455,000 955,000
46 1,204,000 305,000 1,509,000
47 1,380,000 255,000 1,635,000
注)単位は円｡
年度 研究助成費 事業助成費 総 額
48 3,200,000 300,000 3,500,000
49 3,200,000 370,000 3,570,000
50 3,200,000 1,310,000 4,510,000
51 3,200,000 658,000 3,858,000
52 3,200,000 1,898,500 5,098,500
53 4,500,900 805,000 5,305,900
54 3,200,000 1,813,000 5,013,000
55 4,397,400 1,916,000 6,313,400
56 4,250,000 2,533,000 6,783,000
57 4,250,000 3,583,000 7,833,000
58 4,747,000 1,773,000 6,520,000
59 6,250,000 2,246,000 8,496,000
60 5,460,000 2,453,000 7,913,000
61 5,050,000 1,980,000 7,030,000
62 5,450,000 1,550,000 7,000,000
63 6,150,000 2,400,000 8,550,000
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Ⅹ.資源生物科学研究所
1.改組の背景とその経緯
(1)昭和60年以前
当研究所の将来計画について,所内での検討が始まったのは最近のことではない｡すでに
昭和45年2月,高須所長の時代に,研究所の移転問題を契機として将来計画委月会が設けら
れた｡この委員会では,移転問題とともに研究所のあり方についても検討され,その集約が
昭和49年6月と昭和52年5月の研究所運営協議会に報告されている｡
その後,日浦所長の時に ｢研究所の将来計画に関するアンケー ト調査｣が実施された｡そ
の結果の集約が昭和58年7月に提示され,それに関連して,将来計画に関するパネル ･ディ
スカッションが行われた｡
また,昭和58年7月に,当時の大藤学長の要請により,岡山大学農学部と研究所の両農学
分野における教育と研究に関して検討するため,｢岡山大学における農学の教育･研究のあり
方検討委月会｣が設けられた｡この委員会の構成は,農学部長を委員長,研究所長を副委月
長とし,両部局からの教授各3名に岡山大学事務局長を加えたものであった｡本妻月会では,
昭和59年 1月に中間答申を,昭和59年5月に最終答申を学長に提出している｡
この頃,全国の国立大学附置研究所を取りまく情勢は厳しさを増し,昭和59年度に熊本大
学体質医学研究所がその一部を遺伝医学研究施設とし,他の部分を関連学部に移す形で改組
したのをはじめ,いくつかの附置研究所が研究施設等-の改組転換を実施した｡岡山大学内
にあっても,昭和60年度に温泉研究所が ｢地球内部研究センター (全国共同利用)｣と｢環境
病態研究施設 (医学部附属)｣へ改組転換した｡
なお,岡山大学農学部でも組織改革をはかり,昭和61年度に1学科 (総合農業科学科)･8
大講座への改組を実施した｡
以上のような学内外での学部や研究所の組織に関する検討の機運もあり,中川所長の時代
(昭和59年4月～昭和61年3月)には,将来計画委月会で研究所の将来構想に関して14回の
検討を重ね,中川所長私案として ｢資源生命科学研究所｣の構想が提示された｡
(2) 昭和61年以降
しかしながら,研究所の将来問題が緊迫の度を加えたのは昭和61年の比較的早い時期から
である｡
同年3月に文部省研究機関課の課長補佐が来所の折,その時点での当研究所の改革案が"早
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に研究所名を変えるだけのもの'という研究機関課の認識が伝えられた｡
同年4月1日に河崎教授が所長に就任し,4月上～中旬の間,新所長と大藤学長との会談,
並びに文部省学術国際局審議官あるいは研究機関課長との会談が引き続き行われた｡それら
の会談を通しての問題点は,"研究所研究活動の活性化,新しい生物学の展開を反映した組
級,流動的な研究体制,学内他部局との関係等'に集中した｡さらに,6月には,文部省学
術国際局長が学長とともに来所,研究所の新しい展開に向けての要望があった｡
このような外部情勢とともに,所内では,将来計画委員会 (教授,助教授で構成)を中心
とし,同委月会のワーキング･グループ,所長 ･助手懇談会,あるいは教官会議等々で研究
所の将来構想について検討を進めた｡
昭和61年度に開催した会議は,定例の教授会や運営協議会を除き,将来計画委月食が33回,
同委月会ワーキング･グループ会議は13回,所長 ･助手懇談会は3回,その他4回に及んだ｡
昭和62年度は,将来計画委月会が20回,同委員会ワーキング･グループ会議は14回,所長 ･
助手懇談会は5回,その他4回であった｡
このような研究所内の種々のレベルでの検討を進めるに当り,昭和61年2月の学術審議会
による｢大学等におけるバイオサイエンス研究の推進について (建議)｣が大きな依り所とな
った｡これは,バイオサイエンスの内容,特色からその推進方策に及ぶ建議であって,当研
究所のその後の文部省担当官との協議において,当研究所の改組理念を説得力あるものにす
る大きな力となった｡
なお,この時期に,九州大学生産科学研究所の改組が進行中であり,昭和62年5月に ｢機
能物質科学研究所｣としての改組転換の実現を見た｡これは,その当時の数年間で,附置研
究所が研究所の形態のままで改組した初めてのケースであり,当研究所の改組の進め方に大
きな参考となった｡
昭和61年4月から昭和62年3月の間,研究所内の種々のレベルでの検討の結果から,研究
所改組の基本的方向を"資源生物のバイオサイエンスを情報と反応という立場からとらえる'I
こととなり,新研究所の構成について多数の考え方が提出された｡大麦系統保存施設につい
ては,改組後も附属施設として存続する方向となった｡この間,研究所での検討に基づき,
6回に及ぶ研究機関課との協議が持たれ,研究所の基本的構想を昭和63年度概算要求とする
こととなった｡このことは,昭和62年4月初旬の大藤学長と学術国際局長等との間の協議で
もその方向が確認された｡
昭和62年4月から6月までの間には,新研究所名,設置日的等について検討し,また,外
国人客月部門を要求に盛り込む方向となった｡この間,研究機関課とは,3回の協議の機会
があり,新研究所構想に対する文部省科学官の意見書が紹介された｡その中には,"学内にお
ける新組織の位置づけ,所内外にわたる共同研究,あるいは教官人事のあり方等"に関する
意見があった｡
その間,6月13日に大藤学長が任期満了となり,6月14日に高橋新学長が就任した｡高橋
84
新学長と学術国際局との協議においても,当研究所改組に関する従前の方向が確認された｡
これまでの経緯の中で,新研究所の組織を3大部門(10研究分野),1外国人客月部門, 1
附属施設とすることで構想を進めてきた｡しかし,7月下旬,本組織の実現のために,研究
所本体の組織を9分野体制とすることが妥当である旨の連絡があり, 2日間にわたる所内で
の論議の結果,各大部門を3研究分野で構成するという結論となり,3大部門(9研究分野)
として要求することとなった｡
昭和62年8月から12月までの間は,新研究所設置後の運営に関する種々の問題について検
討を続け,また,研究機関課からの様々な説明資料等の要求に対応した｡
昭和62年12月28日,事務局長より,本研究所改組の概算要求が昭和63年度予算案に盛り込
まれることが確定した旨の通報があった｡
この間,本研究所改組に関し,学内での調整をはかるため,自然科学系の各学部長と再々
協議してきたが,その回数は18回に及んでいる｡
本研究所改組の概算要求が昭和63年度予算案に盛り込まれることが確定したことにともな
い,昭和63年1月の岡山大学評議会において,｢資源生物科学研究所設置準備委月会規程｣が
協議,決定され,設置準備委月会が発足した｡以後,本設置準備委月会において ｢資源生物
科学研究所長候補者選考規程｣,｢初代の資源生物科学研究所長候補者の選考方法｣,｢資源生
物科学研究所規程｣,｢資源生物科学研究所教授会議事規程｣等々が協議,決定された｡諸規
程のうち,前2着は昭和63年2月の評議会で,その他は同年5月の評議会に報告された｡な
お,新研究所における教官人事も本妻月会の所管事項であり,新組織での教官配置が昭和63
年2月に本妻月会で協議,承認されている｡
先に評議会決定となった ｢初代の資源生物科学研究所長候補者の選考方法｣に基づき,新
研究所に配置予定の専任教官を選挙有資格者として,昭和63年3月4日に所長選挙が実施さ
れた｡その結果,河崎教授が初代所長候補者に選出され,本設置準備委月会で承認された｡
以上のように,新研究所設置の準備が進行する中で,昭和63年4月7日に昭和63年度予算
案が国会を通過し,翌4月8日に ｢岡山大学資源生物科学研究所｣の設置が正式に実現をみ
ることとなった｡その日的,組織等の概略を以下に示す｡
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設 置 日 的
資源生物に関する学理及びその応用の研究
組 織
研究部門??
?
資源生物科学研究所
i
遺伝情報発現部門
生物機能解析部門
生物環境反応部門
二
辛
I
遺 伝 子 解 析 分 野
形 質 発 現 分 野
遺 伝 制 御 分 野
生物間情報認識分野
代 謝 調 節 分 野
機能物質解析分野
病 態 解 析 分 野
生態化学解析分野
環境適応解析分野
生活環解析 (外国人客月)部門
附属施設- 大麦系統保存施設
事 務 部i 芸 票 漂
附属図書館⊥ 資源生物科学研究所分館{ 冨
?
?
?
?
教 官 定 鼻
教 授 10 (内,外国人客月 1)
助教授 10
助手 17
昭和61年4月から昭和63年4月までの約 2年間,本研究所改組の実現については,文部省
学術国際局,特に研究機関課の担当官の方々,岡山大学の大藤前学長並びに高橋学長をはじ
め事務局の担当の方々,さらには農業生物研究所の最後の2年間に事務部に在籍した職員の
方々,その他多くの関係者の方々の絶大なご支援とご尽力を得たことをここに附記する｡
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2.職員 (平成3年12月現在)
所 長 (併)教授 (農博) 河崎 利夫
遺伝情報発現部門
遺伝子解析分野
教 授 (農博)
助 教 授 (Ph.D)
助 手
技 官
形質発現分野
教 授
助 教 授
助 手
技 官
遺伝制御分野
教 授
助 手
技 官
技術補佐月
?
?
?
?
???
?
?
??
?
?
????? ?????? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ?? ?? ? ?
?????????????????
生物機能解析部門
生物間情報認識分野
教 授 (農博)
助 教 授 (農博)
助 手 (農博)
〝 (理博)
技 官
代謝調節分野
教 授 (農博)
助 手 (理博)
事 務 官
技 官
機能物質解析分野
教 授 (農博)
助 教 授 (農博)
助 手 (理博)
〝 (農博)
技 官
生物環境反応部門
病態解析分野
教 授 (農博)
助 手
〝 (農博)
技 官
技術補佐月
生態化学解析分野
?????? ?????
??????
?
????
????????????
???
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
教 授 (工博)青山 勲
助 教 授 (農博)村本 茂樹
助 手 (理博)中島 進
技 官 西崎日佐夫
環境適応解析分野
教 授 (農博)木村 和義
助 教 授 (農博)西 克久
〝 (理博)米谷 俊彦
助 手 榎本 敬
〝 (農博)田中丸重美
〝 (理博)柏木 良明
技 官 平岡 直子
技術補佐員 平野 幸子
生活環解析 (外国人事鼻)部門
客 員 教 授 K.W.SHEPHERD
農場
農 場 長 (併)(農博)安田 昭三
主 事 (併)(農博)武田 和義
技 官 高見 正夫
附属大麦系統保存施設
施 設 長 (併)(農博)
教 授 (農博)
助 手
帆
技能補佐員
/
??????? ???????? ?
事務部
事 務 長 赤木 利和
庶務係
係 長
事 務 官
技 官
事務補佐月/??
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
技 官
事務補佐月
仁科 宜洋
近藤 一彦
鈴木 茂樹
酒田みどり
宮崎 節子
小川 春枝
??????
?????
?????
附属図書館資源生物科学研究所分館
分 館 長 (併)(農博)井上 威信
受入係
係
事
長
務 官
閲覧係
係 長 (併)
事務補佐員
/
脇本 篤子
清長 修
脇本 篤子
青井 嘉子
(兼) 黒原 昌子
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XI.午 表
昭和年月 日 事 項
28.7.28
34.3.19
35.4.1
39.4.1
39.3.31
40.3.30
40.10.8
41.4.5
44.4.1
45.3.20
45.4.17
46.2.20
47.1.30
48.3.20
50.4.1
51.3.27
54.4.1
55.3.24
57.3.29
60.4.1
61.4.1
財団法人大原農業研究所を国に移管し,農学部附属大原農業研究所が設置さ
れた｡(昭和26年法律第84号 ｢国立学校設置法の一部を改正する法律｣)
農学部附属大原農業研究所は,農業生物研究所 (附置研究所｡植物病理学,
害虫学,作物生理学,作物遺伝学及び生物化学の5研究部門)と改称された｡
(昭和28年法律第88号 ｢国立学校設置法の一部を改正する法律｣)
研究棟 1号館が新築された｡
微細気象学部門が設置された｡
附属図書館に農業生物研究所分館が設置された｡(文部省訓令｢国立大学の附
属図書館に置く分館を定める訓令｣)
毒 美責 =t-fti:二-
農業生物研究所創立50周年並びに本館落成記念式典を挙行した｡
生物水質学部門が設置された｡
大学院農学研究科 (修士課程)が設置された｡
農学部と共同で修士課程を担当することとなった｡
研究棟2号館,RI実験室及びボイラー室が新築された｡
雑草学部門が設置された｡
研究棟 2号館が増築された｡
附属図書館農業生物研究所分館書庫が新築された｡
環境自動制御装置室が新築された｡
生物水質学部門は,水質学部門と改称された｡
小動物飼育実験室が新築された｡
附属大麦系統保存施設が設置された｡(文部省令第8号｢国立学校設置法施行
規則の一部を改正する省令｣)
種子貯蔵庫が新築された｡
隔離温室が新築された｡
大学院工学研究科に生産開発科学専攻 (後期3年の課程のみの博士課程)が
設置された｡
大学院農学研究科に生物資源科学専攻 (後期3年の課程のみの博士課程)が
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62.4.1
63.4.8
設置された｡
理学研究科物質科学専攻,薬学研究科生体調節科学専攻,工学研究科生産開
発科学専攻及び農学研究科生物資源科学専攻を移設し,新たにシステム科学
専攻を加えて,自然科学研究科 (後期3年博士課程)が設置され,生産開発
科学専攻及び生物資源科学専攻の一部を担当することとなった｡
農業生物研究所が資源生物科学研究所 (遺伝情報発現部門,生物機能解析部
門,生物環境反応部門及び生活環解析部門並びに附属大麦系統保存施設)に
改組,転換された｡(文部省令第14号｢国立学校設置法施行規則の一部を改正
する省令｣)
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Ⅱ.研 究 業 績
1.植物病理学部門
著 雷
井上忠男.1960.植物ウイルス病 (日高 醇他編).272-275.朝倉書店 (東京)
井上忠男.1972.ウイルス図鑑(保坂康弘他編).414-415,417-418,425-430,432,434
-435,437-440,448-458,461-462,464-468,470-472,474-475,490-491,527
-528,533,535-537,542,551.講談社 (東京)
井上成信.1972.ランのウイルス病.洋ラン(日本蘭協会編).201-221.誠文堂新光社 (東
京)
日浦運治.1976.病害抵抗性.植物遺伝学ⅠⅠ生理形質と量的形質.(木原 均監修,高橋 隆
平編集).235-265.裳華房 (東京)
Hiura,U.1978.GeneticbasisofformaespecialesinE7ySiphegraminisDC.InThe
PowderyMildew(D.M.SpencerEd.).101-128.
AcademicPresslnc.(London)
井上威信.1983.洋ラン類のウイルス病.原色図説 花と花木の病害虫 (河村貞之助他編).
258-262.博友社 (東京)
井上成信.1983.花井球根類並びにラン科植物に発生するウイルス.植物ウイルス事典 (輿
良 清他編).289-290,310-311,318-319,3541355,379,388-389,396,414-415.
朝倉書店 (東京)
井上威信.1986.ラン類の病害.作物病害虫-ンドブック(梶原敏宏他編).642-649.養賢
堂 (東京)
研究論文
西門義一･宮脇雪夫.1951.綿苗立枯病原フザリウム属菌に就いて.植物病害研究 4:184
-188.
西門義一 ･大島俊市 ･森田日出男.1951.括抗微生物による作物病害防除の研究.第4報.
括抗放線菌の堆肥培養について.農学研究.39:121-125.
西門義一 ･大島俊市 ･森田日出男.1951.括抗微生物による作物病害防除の研究.第5報.
抗菌力価に及ぼす温度の影響.農学研究 40:7-12.
西門義一 ･渡辺清志.1951.クリの菓枯病に就いて.農学研究 40:1-6.
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日浦運治 ･部田英雄.1952.大麦品種の耐病性に関する研究.第2報.白渋病菌 Eysiphe
gylaminishordeiMarchalの生理品種に就いて.農学研究 40'･89-95.
日浦運治 ･部田英雄.1952.大麦品種の耐病性に関する研究.第3報.自渋病菌 E7ySかhe
g71aminishoydeiMarchalの生理品種 Iに対する抵抗性の遺伝.農学研究 40:96-102.
日浦運治 ･部田英雄.1952.大麦品種の耐病性に関する研究.第4報.1952年に採集された
オオムギ白渋病菌の生理品種及びそれらの地理的分布.農学研究 40:127-130.
西門義一.1952.松茸の発生と気象との関係.果樹 6 (10):6-9.
西門義一 ･井上威信.1952.発生予察から見た昭和26年の天候と稲熱病の発生に就いて.農
学研究 40:81-88.
西門義一 ･井上成信 ･井上忠男.1952.麦類赤徴病菌の子嚢胞子飛散と第1次伝染.農学研
究 40:121-126.
西門義一 ･渡辺清志.1952.蓮根の腐敗痛について.第1報.農学研究 40:115-119.図
2頁.
日浦運治 ･部田英雄.1953.オオムギの耐病性に関する研究.ウドンコ痛に対する抵抗性遺
伝子について (予報).農学研究 41:59-68.
Hiura,U.and Heta,H.1953.Studieson thedisease-resistance in barleyIⅠ.
PhysiologicracesofE73,Siphegy7aminishordeiinJapan.Ber.OharaInst.landw.
Forsch.,OkayamaUniv.10二17-28.
西門義一 ･井上忠男.1953.小麦赤徴病菌のsexualityについて.農学研究 40:191-194.
西門義一 ･井上忠男.1953.麦類赤徽病菌分生胞子の発芽生理.農学研究 41:51-58.
西門義一 ･大島便市.1953.桔抗微生物による作物病害防除の研究.第6報.放線菌の括抗
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あ と が き
今より7年前の昭和59年に,当研究所の前身である財団法人大原農業研究所の発足後70周
年を記念して,70周年史 (以下年史と略称)を作ろうという計画があり,委月会が組織され
た｡しかし,当時全国的に農学の見直しの機運が高まり,研究所もその波にさらされ,70年
史の発行は見送りになった｡その後,序文に述べられているように,昭和63年に現在の資源
生物科学研究所に改組転換したのを機に,農業生物研究所史 (以下所史と略称)の刊行が発
議された｡この発議を受けて所史編集委月会が組織され,平成元年7月に第1回の所史編集
委員会が開催された｡それから2年半の月日が経過し,ここにやっと上梓の運びとなった｡
上述した年史発行のための基本的なプランは既に7年前に立てられていた｡しかし､大原
農業研究所史は既に刊行されており,存続中の研究所のある時期を記述するという年史と,
既に役目を終えた研究所の歴史を残すのに重点をおいた所史とでは自ずから性格の異なる点
がある｡ したがって,年史について立てられたプランを参考にしつつ,再び練り直すところ
から作業を始めなければならなかった｡これらの作業は主として所史編集委員会から選出さ
れたワーキンググループが担当し,まず内容についての原案が作られ,平成元年の12月未の
委月会には,その原案に基づいた資料収集の状況報告が行われた｡その結果,財団法人大原
農業研究所から岡山大学農業生物研究所-の移管当時の資料が散逸したり,あるいは戦後の
物資不足による資料の不備などが次々と兄いだされて,この事業の困難さを裏付けるような
状況であった｡所史の性格上過去の歴史を正確に伝えるために推測をできるだけ避けなけれ
ばならない｡そのため,各旧部門から選ばれた編集委月の方々は,当該部門の人事や研究概
要あるいは業績日銀の作成などに,多大の努力を払われた｡特に事務系職月の方々は,学内
配置替えの頻度が高く,37年間にわたる庶務や会計に関する資料の収集やその整理には,準
備期間中交代しながら責務を遂行していただいた｡しかしながら,このような努力にも関わ
らず,資料が不備で一部どうしても正確さを欠く事項があり,これらをやむなく割愛した.
また,人事に関しては,農業生物研究所を支えられた方々への感謝の気持ちを込めて,でき
るだけ収録させていただいたが,岡山大学移管が2年次にわたったことと,更に,農学部付
属から付置研究所-の昇格が続き,所内の人事移動が頻繁に行われたため,当時の状況が十
分把握できない点があった｡もし誤りがあれば,上記のような編集委月会の意を汲んで,お
許しを請う次第である｡
筆を措くにあたり,編集委月会のメンバーと,資料収集事務担当協力者を以下に記す｡
(1) 編集委員
担当部門 氏 名
総 務 河 崎 利 夫 *
植物病理学 井 上 成 信
生物化学 鈴 木 幸 雄
害虫学 河 田 和 雄 **
作物生理学 松 本 英 明
作物遺伝学 安 田 昭 三 **
微細気象学 木 村 和 義 **
水質学 村 本 茂 樹
雑草学 西 克 久
* 委月長, ** ワーキンググループ
(2)資料収集事務担当協力者
担 当 氏 名
庶 務 森 川 克 之, 仁 科 宜 洋, 白 神 桔 子
会 計 松 本 博
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